
東邦会ホームページ
マイページへのアクセス方法が変わり、ログインしやすくなりました。

2. 新規利用申請はこちらから、メールアドレス、卒業年度、氏名、旧姓、3年の時のクラスを入力してください。
　なお、以前に東邦会の会員番号でログインされた方も、再度メールアドレスのご登録を頂き、
　マイページにログインするお手続きをお願いいたします。

マイページへのアクセス手順　※スマートフォンからもご利用いただけます。
1. 東邦会トップページ (https://tohokai.com/) の右上の
　「ログイン」アイコンからログイン（スマートフォンの場
　合は左上のログインボタン）

スマートフォン

イベントのご案内

　第30回東邦高等学校美術科卒業制作展「未来の芸術
家たち展」を、2022年10月25日から10月30日まで愛知県
美術館8階G1.2ギャラリーにて開催いたします。展覧会の
名称「未来の芸術家たち展」は、平成5年に始まった最初
の卒業制作展（普通科美術デザインコース1期生）から継
承されており、生徒達に「未来の芸術」の担い手であって
ほしいという願いから名付けられました。作者はこれまで
の集大成として制作意図と表現の一体を求め、高校3年
生の今にしか作れない卒業制作の完成を目指してまいり
ました。最終日10月30日13時より、作者によるギャラリー
トーク（予約不要）を行います。期間中ぜひ会場にご来場
の上、作品をお楽しみいただければ幸いです。今回の第
30回まで、卒業制作展の開催が途切れることなく迎えられ
るのは、本当に多くの皆様のご支援あってのことです。心よ
り深く感謝いたします。引き続きご高覧を賜れますよう何
卒よろしくお願い申し上げます。

美術科卒業制作展

58第 号

〒465-8516
名古屋市名東区平和が丘3丁目11
TEL ：052（782）1171
FAX ：052（782）7151
ホームページ：https://tohokai.com
メールアドレス：info@tohokai.com

発 行 ： 東 邦 会

東 邦 会 報

令和4年（2022年）10月1日
［題字揮毫：下出保雄元理事長］

ク
ラ
ブ
活
動
ト
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「
い
よ
い
よ
100
周
年
！
次
の
時
代
へ
」

100
周
年
記
念
総
会

「
東
邦
学
園
創
立
100
周
年
事
業
の
進
捗
状
況
」

「
文
化
祭
名
物
P
T
A
伝
統
の
味 

東
邦
き
し
め
ん
」

特 

集
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【連絡先メール】
info@tohokai.com
【ホームページ】
https://tohokai.com

「
い
よ
い
よ
100
周
年
！

　
　
　
　
次
の
時
代
へ
」

100
周
年
記
念
総
会

実行委員長　江口勝義（41回卒）

　
東
邦
会
100
周
年
記
念
式
典
ま
で
あ
と
8

か
月
。
皆
様
、
参
加
申
し
込
み
は
お
済
で

し
ょ
う
か
。
手
順
を
参
考
に
、
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

･
日
時 

2
0
2
3
年
6
月
10
日
(土)

　
11
時
〜
17
時

　（
11
時
30
分
総
会
受
付
、
12
時
総
会
、
　

　
13
時
〜
16
時
30
分
パ
ー
テ
ィ
ー
）

･
場
所
　
マ
リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル

･
内
容
　
総
会
、
100
周
年
パ
ー
テ
ィ
ー

･
参
加
予
定
者
　
1
，2
0
0
人

･
会
費
　
1
人
5
，0
0
0
円

･
申
込
に
つ
い
て

　
東
邦
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ロ
グ
イ
ン
し

て
く
だ
さ
い
。
今
後
東
邦
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
、
100
周
年
パ
ー
テ
ィ
ー
の
出
席
確

認
、
参
加
費
入
金
、
チ
ケ
ッ
ト
配
布
ま
で

を
一
本
化
し
て
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、

ご
登
録
い
た
だ
い
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に

て
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
作
成
し
情
報
発

信
す
る
予
定
で
す
。

100
周
年
実
行
委
員
長 

挨
拶

　
東
邦
高
校
同
窓
会
の
皆
様
こ
ん
に
ち

は
。
私
は
41
回
卒
で
東
邦
会
100
周
年
記
念

事
業
の
実
行
委
員
長
を
拝
命
し
て
お
り
ま

す
、
江
口
勝
義
で
す
。

　
東
邦
高
校
に
は
、
過
去
に
姉
や
息
子
も

お
世
話
に
な
り
、
何
か
ご
恩
返
し
が
出
来

れ
ば
と
常
々
考
え
て
お
り
ま
し
た
所
、
東

邦
会
高
山
前
会
長
よ
り
ご
指
名
を
い
た
だ

き
、
今
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
東
邦
高
校
、
東
邦
会
も
数
百

年
、
千
年
と
歴
史
を
刻
み
発
展
し
続
い
て

行
く
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
最
初
の
区
切

り
の
100
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
と
言
う
事

で
、
あ
ま
り
に
も
身
に
余
る
大
役
に
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
実
行
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
と
日
夜
内
容
を
思
案
し
て
お
り
ま

す
。

　
今
回
の
100
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
の
コ

ン
セ
プ
ト
は
、【
記
憶
に
も
記
録
に
も
残

る
100
周
年
】
で
す
。
時
代
は
そ
れ
ぞ
れ
違

え
ど
、
青
春
時
代
を
共
に
過
ご
し
た
先
輩

や
後
輩
、
同
窓
生
の
皆
さ
ん
と
盛
大
に

パ
ー
テ
ィ
ー
で
お
祝
い
で
き
る
。
な
ん
と

素
晴
ら
し
い
事
で
し
ょ
う
か
。

　
当
日
は
、
こ
れ
ま
で
の
東
邦
高
校
の
100

年
間
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
昔
話
に
花
を

咲
か
せ
、
更
な
る
楽
し
い
思
い
出
を
作
り

ま
し
ょ
う
。
当
日
、
皆
様
と
パ
ー
テ
ィ
ー
会

場
で
乾
杯
出
来
る
こ
と
を
心
よ
り
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

100
周
年
記
念
式
典 

申
し
込
み
の
手
順

　
東
邦
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、
100
周
年
記

念
式
典
申
し
込
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
東
邦
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
未
登
録
の
方

は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
登
録

し
て
い
た
だ
き
、ロ
グ
イ
ン
、
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。
後
日
招
待
券
（
は
が
き
）

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
住
所
・
改
姓
等
個

人
情
報
の
変
更
が
あ
れ
ば
、
忘
れ
ず
に
訂

正
し
て
く
だ
さ
い
。（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
）
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に
て
会
費
を
お
支
払
い
い
た
だ

け
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
回
の
東
邦
の
和
に
同
封
の
振

込
用
紙
か
ら
100
周
年
記
念
式
典
の
申
し
込

み
も
可
能
で
す
。
重
複
の
申
し
込
み
が
な

い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

学
園
創
立
100
周
年
事
業
へ
の
寄
付
に
つ
い
て

　
東
邦
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
東
邦
学
園

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
へ
ア
ク
セ
ス
い
た
だ

く
と
、
寄
付
金
の
ご
入
金
方
法
や
寄
付
金

控
除
に
つ
い
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
書

面
に
て
寄
付
を
し
て
い
た
だ
く
場
合
は
、

申
込
書
を
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
東
邦

会
本
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
皆
様
の

お
心
遣
い
を
賜
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

東
邦
会
100
周
年
実
行
委
員
会

統
括
管
理 

大
河
哲
男
（
29
回
卒
）

実
行
委
員
長
　
江
口
勝
義
（
41
回
卒
）
　

実
行
副
委
員
長  

加
藤
広
士
（
54
回
卒
）

実
行
委
員
41
名 

　
　   

　
　
　  

（
2
0
2
2
年
7
月
5
日
時
点
）

　
100
周
年
実
行
委
員
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

東邦会100周年記念式典の申し込みがホームページからできるようになりました。
お支払いはクレジットカードで手続きができます。記念式典は参加者数を1200名とさせていただいております。
定員になりしだい、申し込みを終了させていただきますので皆さまお早めにお申し込みをお願いいたします。

100周年記念式典申し込みの手順

❶東邦会ホームページを開く
　https://tohokai.com/
❷バナーの「詳しくはこちら」をクリック。

❹ご自身のメールアドレスを入力して「メール送信」ボタン
をクリックしてください。

❺メールアドレスを送信すると、送信画面として以下のように送
られてきます。認証メールが届かない場合は、迷惑フォルダに
振り分けられている場合がありますので確認をお願いします。

❼参加本申し込みが表示されます。
・卒業年度（わからない場合は卒業年早見表を参考にしてくだ
さい）
・氏名（姓と名は続けて入力してください）
・旧姓（卒業時と姓が変われている方は旧姓と名を続けて入力
してください）
・3年の時のクラスを入力してください
❽郵便番号を入力すると現住所に一部住所が反映されます。
❾上記住所は一部しか反映されませんので、番地・マンション名、
部屋番号等まで正しく入力を完了させてください。
※本項目で入力された住所に当日の入場券を発送いたします。
入力不備や転居等で届かない場合はご参加いただけなくなり
ます。くれぐれも間違いがないように入力をお願いします。
10すべての項目が入力できたら一番下段の「支払い」をクリック
する。

11100周年記念式典の参加費の支払い画面が表示されます。
名前に間違いないか今一度ご確認ください。
12クレジットカードを選択し、必要項目を入力して一番下段「確認
画面へ」をクリックする。
13お支払いが完了です。
　2023年5月（記念式典1カ月前）ごろにお申込みいただきま
した住所宛に入場券が届きます。式典にはその入場券をお持
ちください。

❸式典のご案内のページを下にスクロールする。
・すでに東邦会ホームページでログインをしたことがあり、マイ
ページにログイン出来る方は上段の「マイページログインはこ
ちら」からお進みください。
※ログイン後、TOP画面に表示される式典参加をクリックする
と、手順12の画面となります。
　初めてログインをされる方で、記念式典に参加をされる方は
下段の「マイページ未登録で参加をされる方はこちら」からお
進みください。
　本説明は、未登録で参加をされる方の説明をしております。

❻認証メールが届いたら（以下参照）、本申し込みのためＵＲＬを
クリックする。
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新
し
い
時
代
の
ス
タ
ー
ト
へ

校
長
　
藤
本
　
紀
子

心
と
心
の
つ
な
が
り
を

会
長
　
大
河
　
哲
男

　
５
万
余
り
名
の
東
邦
会
の
皆
さ
ん
こ
ん

に
ち
は
。 

皆
さ
ん
の
日
頃
の
、母
校
と
東

邦
会
へ
の
ご
理
解
と
ご
支
援
に
、心
よ
り

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
今
年
度
は
３
年
ぶ
り
に
代
議
員
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
、こ
の
席
で
直
接
榊

理
事
長
、藤
本
校
長
先
生
か
ら
学
園
、母
校

の
現
在
の
状
況
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学

校
の
在
り
方
、そ
し
て
新
た
な
時
代
へ
の
ビ

ジ
ョ
ン
等
の
貴
重
な
お
話
を
お
聞
き
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 
　
母
校
で
あ
る
東
邦
高
校
は
非
常
に
環
境

が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
時
代
の
中
、２

０
２
２
年
度
の
入
試
総
志
願
者
数
は
高
い

水
準
で
増
加
し
ま
し
た
。こ
れ
も
長
年
に
わ

た
り
築
か
れ
た
伝
統
で
あ
る
文
武
両
道
で 

活
躍
す
る
明
る
い
校
風
へ
の
好
感
が
少
子

化
の
逆
風
を
は
ね
の
け
ま
し
た
。卒
業
生
と

い
た
し
ま
し
て
も
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

　
さ
て
ご
承
知
の
通
り
東
邦
高
校
は
令
和

５
年
に
記
念
す
べ
き
創
立
100
周
年
を
迎
え

ま
す
。100
周
年
事
業
と
し
て
学
び
の
充
実
と

特
色
を
伸
ば
す
環
境
の
整
備
に
学
園・高
校

は「
新
た
な
100
周
年
へ
は
ば
た
く
」決
意
を

持
っ
て
着
手
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

東
邦
会
も

100
周
年
事
業
を
し
っ
か
り
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
で
あ
り
ま
す
。 

100
周
年
に
向
け
て
も
う
１
度
皆
さ
ん
と
の

心
と
心
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
き
、卒
業

生
一
人
一
人
の
お
力
を
結
集
し
て
い
く
こ

と
が
東
邦
会
の
使
命
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。新
た
な
時
代
に
は
ば
た
い
て
い
く
母
校

の
た
め
に
も
ご
理
解
ご
協
力
、ご
寄
付
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
し
て
東
邦
会
も
100
周
年
記
念
式
典
を

２
０
２
３
年
６
月
10
日
、名
古
屋
マ
リ
オ
ッ

ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル
に
て
行
う
予
定
で
ご

ざ
い
ま
す
。会
員
の
皆
さ
ん
の
記
憶
に
残

る
式
典
を「
100
周
年
実
行
委
員
会
」の
皆
さ

ん
が
一
生
懸
命
に
企
画
を
進
め
て
い
ま

す
。是
非
沢
山
の
卒
業
生
の
方
々
と
共
に

100
周
年
式
典
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

　
引
き
続
き
ご
支
援
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
東
邦
会
の
皆
さ
ま
、日
頃
は
東
邦
高
等
学

校
の
教
育
活
動
に
、ご
理
解
と
温
か
い
ご
支

援
を
賜
り
、誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
た
め
、

二
年
間
書
面
審
議
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た

代
議
員
会
が
今
年
度
は
開
催
さ
れ
、久
し
ぶ

り
に
、ご
参
加
の
代
議
員
の
皆
様
の
お
顔
を

直
接
拝
見
し
な
が
ら
本
校
の
近
況
を
ご
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
、

数
々
の
制
限
に
苦
し
み
な
が
ら
も
奮
闘
を

続
け
た
生
徒
た
ち
の
様
子
、そ
の
活
躍
を
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
、胸
の
つ
か
え
が
下
り

た
気
が
い
た
し
ま
す
。今
後
は
こ
の
よ
う
な

対
面
形
式
の
会
合
で
皆
様
と
お
会
い
で
き

る
こ
と
も
増
え
る
の
で
は
と
、そ
の
日
を
心

待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、コ
ロ
ナ
禍
は
申
す
ま
で
も
な
く
、

世
界
中
で
、経
験
則
が
全
く
通
用
し
な
い
予

測
不
能
の
出
来
事
が
立
て
続
け
に
起
こ
っ

て
い
ま
す
。発
展・成
長
こ
そ
が
最
大
の
目

標
で
あ
っ
た
時
代
は
終
わ
り
、今
や
目
指
す

べ
き
発
展
は「
持
続
可
能
」を
前
提
と
し
た

も
の
に
大
き
く
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。激
動

の
過
渡
期
に
生
き
て
い
る
と
つ
く
づ
く
感

じ
る
こ
の
頃
で
す
。そ
し
て
未
来
を
担
う
若

者
に
は
、こ
の
予
測
不
能
な
世
界
を
、新
た

な
知
恵
と
連
帯
で
乗
り
切
る
力
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
東
邦
学
園
は
来
年
、100
周
年
を
迎
え
ま

す
。100
周
年
は
東
邦
高
校
に
と
っ
て
、こ
の

新
し
い
時
代
へ
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。様
変
わ

り
す
る
世
の
中
を
、逞
し
く
も
優
し
く
生
き

抜
く「
信
頼
し
て
事
を
任
せ
う
る
人
」を
育

て
る
た
め
に
、本
校
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

教
育
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。同
時
に
、生
徒
の
学
び
を
支
え

る
教
育
環
境
を
一
層
充
実
さ
せ
る
こ
と
も

急
務
で
す
。100
周
年・美
術
科
30
周
年
を
機

に
ア
ト
リ
エ
棟
の
建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。

校
舎
内
に
は
、探
究
学
習
の
た
め
の
ス
ペ
ー

ス
、同
時
開
講
室
を
設
け
る
予
定
で
す
。東

邦
会
の
皆
さ
ま
に
は
ぜ
ひ
100
周
年
記
念
募

金
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、東
邦
生
の
学
び

を
支
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
今
後
と
も
、東
邦
高
校
に
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
ご
鞭
撻
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

東
邦
会
役
員

令
和
3
年
度
〜
任
期
2
年

会　
長　
 

大
河　
哲
男
（
高
29
回
）

副
会
長　
 

東　
　
良
一
（
高
26
回
）

　
〃　
　
 

宮
地　
和
德
（
高
29
回
）

　
〃　
　
 

井
島　
規
夫
（
高
37
回
）

　
〃　
　
 

兼
松　
暁
子
（
高
39
回
）

　
〃　
　
 

江
口　
勝
義
（
高
41
回
）

幹
事
長　
 

伊
藤　
保
憲
（
高
47
回
）

副
幹
事
長 

濵
地　
香
理
（
高
42
回
）

　
〃　
　
 

水
野 

映
里
香（
高
42
回
）

　
〃　
　
 

池
田　
暁
生
（
高
50
回
）

　
〃　
　
 

加
藤　
広
士
（
高
54
回
）

　
〃　
　
 

岡
本　
洋
美
（
教　
頭
）

事
務
局
長 

袴
田　
克
彦
（
高
41
回
）

会　
計　
 

貫
名　
正
樹
（
高
47
回
）

監　
事　
 

森
田　
泰
弘
（
高
29
回
）

　
〃　
　
 

石
塚　
慎
吾
（
高
40
回
）

　
東
邦
会
は
こ
れ
ま
で
も
母
校
発
展
の
た

め
に
、様
々
な
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
教
育
活
動
支
援
と
し
て
、代
議

員
会
の
席
上
で
大
河
哲
男
会
長
か
ら
藤
本

紀
子
学
校
長
へ
100
万
円
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

学
校
へ
援
助
金

100
万
円
贈
呈

生
徒
会
へ
の
援
助
金

30
万
円
贈
呈

　
代
議
員
会
当
日（
5
月
14
日
）、生
徒
会

へ
の
援
助
金
と
し
て
30
万
円
を
寄
贈
し
ま

し
た
。ク
ラ
ブ
活
動
、文
化
祭
、冊
子「
東

邦
」の
発
行
な
ど
、年
間
行
事
の
活
動
費
の

一
環
と
し
て
充
当
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
と
P
T
A
か
ら

卒
業
生
(第
73
回
)へ
記
念
品

　
2
0
2
1（
令
和
3
）年
度
は
、マ
ウ
ス

パ
ッ
ド
と
、例
年
同
様
の
卒
業
証
書
を
大

切
に
保
管
し
て
も
ら
う
た
め
の
ホ
ル
ダ
ー

が
卒
業
記
念
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、卒

業
式
前
日
に
行
わ
れ
た
東
邦
会
入
会
式
で

は
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
と
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
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〜
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
3
年
ぶ
り
に
開
催

　
　
次
年
度
100
周
年
記
念
総
会
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
協
力
を
よ
び
か
け
〜

　
2
0
2
2
年
5
月
14
日（
土
）、名
古
屋

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
お
い
て
東
邦
会
代
議

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
を
う
け
、過
去
2
年
間
は
会
を
企
画

し
て
い
た
も
の
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
お
り
、実
に
3
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。開
催
時
間
の
短
縮
や
マ
ス
ク
着

用
の
よ
び
か
け
、席
の
間
隔
を
十
分
に
広

げ
る
な
ど
、コ
ロ
ナ
感
染
対
策
に
も
最
大

限
配
慮
し
ま
し
た
。

　
思
え
ば
、3
年
前
は
全
国
最
多
5
回
目

の
選
抜
甲
子
園
大
会
優
勝
の
快
挙
、さ
ら

に
は
平
成
最
初
と
最
後
の
甲
子
園
優
勝
の

大
偉
業
を
母
校
が
達
成
し
た
こ
と
で
、メ

デ
ィ
ア
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
時
期

で
も
あ
り
ま
し
た
。そ
の
翌
年
か
ら
、国
内

外
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
、そ

し
て
そ
の
対
策
に
お
わ
れ
、当
た
り
前
の

日
常
が
一
変
し
ま
し
た
。東
邦
会
代
議
員

会
も
、本
来
な
ら
ば
当
然
の
よ
う
に
毎
年

開
催
さ
れ
、大
勢
の
旧
友
、先
輩
、後
輩
が

一
堂
に
介
し
て
、恩
師
を
交
え
て
そ
れ
ぞ

れ
の「
あ
の
頃
」に
戻
れ
る
最
高
の
場
で

あ
っ
た
も
の
で
す
。ま
た
、代
議
員
会
終
了

後
に
は
、同
期
会
や
ク
ラ
ス
会
な
ど
を
準

備
し
て
い
る
世
代
も
あ
り
、各
々
声
を
掛

け
合
い
な
が
ら
、次
の
会
場
へ
向
か
っ
て

い
く
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息

し
な
い
中
で
も
あ
り
、恒
例
の
懇
親
会
は

中
止
、原
則
と
し
て
議
題
と
報
告
の
み
を

粛
々
と
進
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、2
0
2
3
年
度
に
迎
え
る
学
園

100
年
事
業
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、東
邦

会
の
さ
ら
な
る
結
束
と
今
後
の
母
校
の
発

展
の
た
め
に
英
知
を
集
結
し
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
も
、規
模
は
縮
小

し
た
も
の
の
、3
年
ぶ
り
に
代
議
員
会
を

開
催
で
き
た
こ
と
は
、役
員
一
同
安
堵
し

て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、大
正
時
代
に
誕
生
し
た
東
邦
の

歴
史
は
、「
真
に
信
頼
し
て
事
を
任
せ
う
る

人
格
の
育
成
」と
い
う
不
変
的
な
建
学
の

精
神
の
も
と
、昭
和
、平
成
を
駆
け
抜
け
、

令
和
と
い
う
新
時
代
に
突
入
し
て
い
ま

す
。そ
し
て
今
後
も「
東
邦
の
和
」を
次
世

代
へ
語
り
継
い
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
　
今
回
の
代
議
員
会
で
は
伊
藤
幹
事
長
の

司
会
進
行
の
も
と
、ま
ず
は
会
の
冒
頭
で
、

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
諸
先
輩
方
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
、一
分
間
の
黙
祷
を
捧
げ

ま
し
た
。そ
し
て
、大
河
会
長
に
よ
る
開
会

の
挨
拶
で
は
、変
わ
っ
て
は
い
け
な
い
価

値
観
と
新
時
代
に
対
応
す
べ
く
臨
機
応
変

な
考
え
方
を
持
ち
合
わ
せ
、今
後
ま
す
ま

2
0
2
2
年
度
　

　
　
　
　
代
議
員
会
報
告

す
発
展
し
つ
づ
け
る
母
校
へ
の
期
待
と
、

同
窓
会
が
一
丸
と
な
っ
て
こ
れ
を
支
え
る

と
い
う
力
強
い
宣
言
が
込
め
ら
れ
ま
し

た
。
　
続
い
て
、学
園
を
代
表
し
て
榊
理
事
長

が
ご
挨
拶
さ
れ
、学
園
100
年
事
業
と
し
て

大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
る

こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、藤
本

校
長
先
生
か
ら
、コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も

高
校
生
が
創
意
工
夫
し
な
が
ら
充
実
し
た

学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
様
子
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。両
先
生
か
ら
は
、2
0
2
2

年
度
は
愛
知
県
下
最
大
数
の
新
入
学
生

を
迎
え
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、大
変
活
気

に
あ
ふ
れ
た
雰
囲
気
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

優
し
く
も
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
語
り
口
に

会
場
は
魅
了
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。ま
た
、

東
邦
高
校
の
教
育
改
革
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
、大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、代
議
員
会
の
議
事
進
行
は
大
河

会
長
が
務
め
、2
0
2
1
年
度
の
事
業
報

告
お
よ
び
決
算
報
告
、2
0
2
2
年
度
の

事
業
計
画
案
や
予
算
案
な
ど
、全
て
の
議

案
も
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

今
年
度
か
ら
赴
任
し
た
新
人
教
員
の
紹
介

が
あ
り
、代
議
員
か
ら
は
母
校
の
発
展
の

た
め
に
大
き
な
期
待
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。さ
ら
に
6
月
か
ら
母
校
で
教
育
実

習
を
開
始
す
る
現
役
大
学
生
ら
も
、こ
の

代
議
員
会
に
は
実
習
の
一
環
と
し
て
参
加

し
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
前
校
長
で
も
あ
る
佐
々
木
学
園

理
事
か
ら
、創
立
100
周
年
事
業
構
想
を
含

め
た
報
告
と
要
請
、さ
ら
に
は「
東
邦
サ

ポ
ー
ト
よ
び
か
け
隊
」の
募
集
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、東
邦
会
100

周
年
実
行
委
員
会
の
加
藤
副
委
員
長（
本

校
教
員
）か
ら
、現
在
実
行
委
員
が
中
心

に
な
っ
て
精
力
的
に
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
に

向
け
て
活
動
し
て
い
る
旨
の
報
告
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
代
議
員
会
終
了
後
に
恒
例
で

あ
っ
た
懇
親
会
が
中
止
せ
ざ
る
を
え
な
く

な
っ
た
た
め
、参
加
者
に
は
手
土
産
を
お

渡
し
し
、散
会
と
な
り
ま
し
た
。
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2
0
2
3
年
4
月
竣
工
予
定
で
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
2
0
2
2
年
度
中
に
、
大
学
S
棟
一
階

を
〝
S
tu
d
en
t 

C
om
m
on
s〞
と
し
て
学

生
が
集
い
、
語
ら
い
、
キ
ャ
ン
パ
ス
生
活
を

快
適
に
過
ご
す
た
め
の
空
間
に
、
ま
た
今

後
、
大
学
L
棟
を
〝
S
tu
d
y 

C
om
m
on
s〞

と
し
て
学
生
が
自
主
的
に
学
ぶ
た
め
の
空

間
と
し
て
改
修
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

【
学
園
総
合
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
第
二
期
】

　
購
入
し
た
大
学
隣
地
に
あ
る
建
物
の
解

体
工
事
に
2
0
2
2
年
5
月
中
頃
よ
り
取

り
掛
か
り
ま
し
た
。
愛
知
東
邦
大
学
新

キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
い
て
は
、
こ
の
会
報
誌
が

お
手
元
に
届
く
こ
ろ
に
は
、「
東
邦
学
園
愛

知
東
邦
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

2
0
2
2
」
が
承
認
さ
れ
る
予
定
で
す
。

す
。
尚
、
都
合
に
よ
り
５
万
円
以
上
の
寄

付
を
さ
れ
希
望
さ
れ
る
卒
業
生
に
1
個
と

限
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
数
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
先
着
4
0
0
0
個
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
募
集
期
間
は
2
0
2
1
年

9
月
〜
2
0
2
3
年
6
月
末
日
で
す
。
8

月
に
敷
設
す
る
予
定
で
す
。
敷
設
完
了
い

た
し
ま
し
た
ら
H
P
に
て
お
知
ら
せ
致
し

ま
す
。
　

創作棟外観イメージ創作棟外観イメージ

2階アトリエイメージ2階アトリエイメージ

　
T
h
e 

T
O
H
O 

E
X
P
O（
T
h
e
・
東

邦
博
覧
会
）
は
東
邦
学
園
創
立
100
周
年
記

念
事
業
の
総
称
で
す
。

　
「
は
ば
た
き
　
新
時
代
へ
」
を
事
業
コ
ン
セ

プ
ト
に
し
た
、
心
と
カ
ラ
ダ
、
そ
し
て
社
会

を
元
気
に
す
る
「
東
邦
学
園
」ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
・
学
術
の
ト
ー
タ
ル
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
す
。
そ
の
方
向
は
大
き
く
4
つ
。

❶
広
く
話
題
性
を
高
め
、「
東
邦
学
園
の

思
想
を
伝
え
広
め
る
」
企
画
で
す
。

2
0
2
3
年
度
に
予
定
し
て
い
る
記
念
式

典
や
、
記
念
誌
の
発
行
の
他
、
様
々
な
企

画
を
検
討
中
で
す
。

☆
東
邦
学
園
創
立
100
周
年
T
V
特
別
番
組

　
の
放
送
　
　

☆
T
O
H
O 

P
h
ilosop
h
y

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
　
　
　
　
　

☆
東
邦
学
園
版
T
E
D
の
開
催
　
　
な
ど

❷
広
く
話
題
性
を
高
め
、「
東
邦
学
園
の

プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
ら
れ
る
」
企
画
で
す
。

　
「
東
邦
と
い
え
ば
野
球
」「
東
邦
と
い
え

ば
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
」
と
い
っ
た
、
ブ
ラ

ン
ド
の
大
き
な
構
成
要
素
を
活
用
し
て
盛

り
上
げ
、
東
邦
学
園
へ
の
共
感
・
好
感
を
訴

求
で
き
る
も
の
を
準
備
し
て
ま
す
。
　

☆
甦
る
青
春
! 

県
内
強
豪
校
と
の
記
念
野

　
球
大
会
の
開
催

☆
T
O
H
O 

M
arch
in
g 

B
an
d 

W
orld 

　
P
roject　
　
　
　
　
　
　
　
　  

な
ど

❸
「
情
報
を
発
信
・
共
有
す
る
」
企
画
で

す
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
、こ
れ

ま
で
以
上
に
情
報
を
効
果
的
に
発
信
で
き

る
仕
組
み
を
作
れ
な

い
か
、
検
討
中
で
す
。

☆
東
邦
学
園
100
周
年

　
特
設
ブ
ラ
ン
ド
サ

　
イ
ト
の
開
設

☆
東
邦
学
園
公
式

　
Y
O
U
T
U
B
E

　
チ
ャ
ン
ネ
ル    

な
ど

❹
100
周
年
公
式
活
動
特
別
支
援
「
生
徒
、

学
生
の
主
体
性
を
高
め
、
誇
り
や
愛
校
心

を
は
ぐ
く
む
」
と
い
う
企
画
で
す
。
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
対
象
は
、
高
校
・
大
学
で
の
、
教
職
員
が

関
わ
る
全
て
の
授
業
や
課
外
活
動
で
す
。

部
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
で
も
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
社
会

貢
献
・
地
域
貢
献
・
国

際
探
求
で
も
、
そ
し

て
も
ち
ろ
ん
P
B
L

（
問
題
解
決
型
学
習
）

や
ゼ
ミ
で
の
活
動
な

ど
、
授
業
も
対
象
で

す
。
生
徒
・
学
生
の
活

躍
を
促
し
、
さ
ら
な
る
成
長
の
背
中
を
押

す
よ
う
な
、
100
周
年
を
記
念
し
て
こ
ん
な

こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
、
や
ら
せ
た
い
、
と

い
う
ア
イ
デ
ア
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　
皆
様
か
ら
頂
い
て
い
る
100
周
年
事
業
の

　
右
は
100
周
年
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
の
「
は

ば
た
き 

新
時
代
へ
」
で
す
。
東
邦
学
園
100

周
年
を
機
に
、
若
者
に
は
、
高
く
掲
げ
た

志
に
向
け
て
飛
翔
し
て
欲
し
い
と
願
い
、

学
園
は
そ
の
志
を
支
援
し
て
、
自
ら
も
新

時
代
へ
と
は
ば
た
く
決
意
を
表
し
て
い
ま

す
。

　
『
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

人
工
芝
化
』
は
2
0
2
1
年
3
月
に
完
了

し
て
い
ま
す
。
水
は
け
が
よ
く
、
降
雨
直

後
の
利
用
も
可
能
な
の
で
体
育
の
授
業
、

学
校
行
事
を
計
画
す
る
上
で
も
、
大
変
使

い
や
す
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
な
り
ま
し
た
。

【
学
園
総
合
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
第
一
期
】

　
当
初
の
学
園
総
合
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
か

ら
2
0
2
2
年
1
月
に
一
部
変
更
を
加
え

ま
し
た
。
購
入
し
た
大
学
隣
地
の
一
箇
所

に
高
校
用
の
「
創
作
棟
」
を
新
た
に
設
け

る
と
と
も
に
、
高
校
特
別
棟
4
階
フ
ロ
ア

を
全
面
改
装
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
学
園
全
体
の
D
X
化
を
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

＋
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
推
進
す
る
た
め
に
、

全
学
園
組
織
と
し
て
「
D
X
推
進
本
部
」

を
設
置
し
て
担
当
理
事
を
本
部
長
と
し
て

配
置
し
ま
し
た
。
本
部
に
は
実
施
主
体
と

し
て
「
D
X
推
進
室
」
を
置
き
、
副
学
長
の

下
で
全
学
か
ら
教
職
員
を
部
局
横
断
的
に

集
め
、
教
育
研
究
、
業
務
体
制
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
強
力
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
高
校
で
は
、
国
際
探
究
科
発
足
に
向
け

て
準
備
委
員
会
が
検
討
を
重
ね
て
い
ま

す
。
外
部
団
体
か
ら
依
頼
さ
れ
る
件
も
含

め
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
を
積
極
的
に
受

け
入
れ
る
方
向
性
で
、
現
在
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
チ
ェ
コ
か
ら
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
を

決
め
て
い
ま
す
。
2
0
2
2
年
度
は
2
年

間
で
き
な
か
っ
た
4
か
国
5
校
姉
妹
校
交

流
会
を
8
月
に
実
施
し
ま
す
。
代
表
生
徒

6
名
と
教
員
2
名
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
サ

レ
ジ
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
に
派
遣
さ
れ
ま
す
。
7

月
に
名
古
屋
外
国
語
大
学
の
池
田
教
授
を

お
招
き
し
て
生
徒
向
け
に
「
ロ
シ
ア
・
ウ
ク

ラ
イ
ナ
学
習
会
」
を
実
施
予
定
で
す
。

　
大
学
で
は
、
国
際
化
の
拠
点
と
し
て
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
2
0
2
2

年
度
に
お
い
て
は
下
記
の
取
り
組
み
を

ご
寄
付
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
に
も
使
わ

れ
ま
す
。
若
者
の
志
を
学
園
が
支
援
し
つ

つ
、
学
園
自
ら
も
新
時
代
へ
は
ば
た
か
ん

と
、
様
々
な
取
り
組
み
を
今
後
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
の
ご
支
援
を
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　東
邦
高
校
に
自
分
の
名
前
を
刻
も
う

　
東
邦
学
園
が
東
邦
商
業
の
創
設
時
か
ら

100
年
を
迎
え
ま
す
。
東
邦
商
業
学
校
又
は

東
邦
高
等
学
校
で
充
実
し
た
学
校
生
活
を

過
ご
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
新
た
な
100
年

に
向
か
っ
て
歩
む
東
邦
学
園
を
応
援
す
る

一
人
と
し
て
、
お
名
前
を
東
邦
学
園
の
地

に
刻
み
ま
せ
ん
か
。（
注
意
；
刻
む
の
が
レ

ン
ガ
で
す
の
で
、
文
字
が
少
し
欠
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。
）

　
設
置
場
所
は
、
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
校

舎
と
の
間
の
ス
ペ
ー
ス
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
設
置
す
る
個
人
の
場
所
は
作
業
の
都

合
に
よ
り
卒
業
回
数
毎
や
ア
イ
ウ
エ
オ
順

に
並
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
完
成

時
に
設
置
場
所
が
わ
か
る
よ
う
に
し
ま

行
っ
て
い
ま
す
。

⑴
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
海
外
留

学
・
海
外
研
修
の
開
発
、
語
学
学
習
の
促

進
、
学
生
と
外
国
人
教
員
と
の
交
流
機
会

創
出

⑵
海
外
大
学
と
の
連
携
、
研
究
者
招
聘
、

人
事
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

⑶
中
国
語
・
英
語
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
と
発

信
量
強
化
に
よ
る
海
外
提
携
校
へ
の
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
活
動
推
進

　
な
お
、
東
邦
学
園
100
周
年
イ
ベ
ン
ト

（
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
）
に
あ
わ
せ
た
ア
ジ

ア
に
お
け
る
T
O
H
O
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

方
針
に
つ
い
て
も
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　
学
部
・
学
科
の
再
編
成
な
ら
び
に
大
学

院
の
設
置
を
検
討
す
る
W
G
を
設
置
し
、

今
年
度
前
期
を
目
途
に

再
編
成
方
針
を
決
定
す

る
予
定
で
す
。

 

下
は
「
東
邦
学
園
100
周

年
ブ
ラ
ン
ド
シ
グ
ネ

チ
ャ
ー
」
で
す
。
東
邦
学

園
全
体
と
し
て
の
一
体

感
・
連
帯
感
・
誇
り
を

示
す
も
の
と
し
て
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
様
々
な
場
面
で

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

❶ 

高
校
運
動
施
設
の
快
適
化

❷ 

学
園
総
合
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想

❹
T
O
H
O 

G
lob
al 

In
itiativ
e

❸
学
園
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推
進

❺
ビ
ジ
ネ
ス
系

　
　
高
度
専
門
職
人
材
の
育
成

レ
ン
ガ
に
よ
る

　
　
　
　 

寄
付
募
金
に
つ
い
て

東
邦
学
園

創
立
100
周
年
事
業
の
進
捗
状
況

K37

T A R O U
T O H O G A K U E N

レンガ刻印イメージレンガ刻印イメージ
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卒業年　西暦〇〇〇〇年（〇〇〇〇年）卒　　第〇〇回生
例　西暦１９８６年（昭和６１年）3月卒　　高校３７回生
　　　　　　　　
氏名（ひらがな）　姓 〇〇〇〇　名　〇〇〇〇　　　　　
例　姓 とうほうがくえん　名 たろう

ローマ字（大文字）　姓 〇〇〇〇　　名 〇〇〇〇　　　　
例　姓 TOHOGAKUEN   名 TAROU

【申し込み内容】　※寄付金申込書ウラ面に記載欄があります。
卒業年　西暦〇〇〇〇年（〇〇〇〇年）卒　　第〇〇回生
例　西暦１９８６年（昭和６１年）3月卒　　高校３７回生
　　　　　　　　
氏名（ひらがな）　姓 〇〇〇〇　名　〇〇〇〇　　　　　
例　姓 とうほうがくえん　名 たろう

ローマ字（大文字）　姓 〇〇〇〇　　名 〇〇〇〇　　　　
例　姓 TOHOGAKUEN   名 TAROU（レンガ設置イメージ）（レンガ設置イメージ）
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東
邦
き
し
め
ん
を
作
っ
て
み
ま
し
た 

  

そ
ん
な
東
邦
き
し
め
ん
を
食
べ
て
育
っ
た
卒
業
生
（
共

学
1
期
生
）
が
、
P
T
A
の
O
B
さ
ん
に
ご
指
導
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
東
邦
き
し
め
ん
を
再
現
し
て
み
ま
し

た
。
感
想
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

東
邦
き
し
め
ん
作
っ
て
み
た
！
感
想 

  

在
校
生
の
頃
の
「
東
邦
き
し
め
ん
」
は
、
す
ぐ
売
り
切

れ
て
し
ま
っ
て
、
演
劇
部
の
公
演
で
忙
し
か
っ
た
当
時
の

わ
た
し
は
、
3
年
間
で
1
度
し
か
口
に
し
た
記
憶
が
あ

り
ま
せ
ん
。
な
ん
か
す
ご
く
お
い
し
か
っ
た
し
、
熱
田

神
宮
の
き
し
め
ん
と
も
、
J
R
ホ
ー
ム
の
立
ち
食
い
き

し
め
ん
と
も
違
う
あ
れ
を
も
う
一
度
食
べ
ら
れ
た
ら
う

れ
し
い
。
と
今
回
の
企
画
で
P
T
A
の
み
な
さ
ま
に
ご

無
理
を
言
い
ま
し
た
。
で
も
や
っ
ぱ
り
あ
の
お
い
し
さ

は
、
前
日
か
ら
の
大
量
の
昆
布
だ
し
の
準
備
が
あ
っ
て

の
こ
と
。
そ
ん
な
苦
労
を
よ
く
知
ら
ず
、
当
時
の
私
は

つ
る
つ
る
と
食
べ
て
た
ん
だ
な
あ
・
・
・
と
、
P
T
A
の

皆
様
と
同
じ
世
代
に
な
っ
て
初
め
て
、
前
日
準
備
、
当

日
出
店
の
ご
苦
労
を
し
み
じ
み
お
伺
い
し
な
が
ら
、
ど

こ
の
ご
家
庭
で
も
作
れ
る
簡
単
レ
シ
ピ
の
き
し
め
ん
を

一
緒
に
作
る
楽
し
い
お
時
間
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
東

邦
生
が
、
あ
の
味
を
も

う
一
度
味
わ
え
る
日
が

早
く
来
ま
す
よ
う
に
心

か
ら
お
祈
り
し
て
お
り

ま
す
。
ど
う
か
そ
れ
ま

で
は
各
ご
家
庭
で
縁
起

の
い
い
き
し
め
ん
を
つ

る
つ
る
か
め
か
め
と
、

東
邦
祭
を
思
い
出
し
な

が
ら
お
召
し
上
が
り
く

だ
さ
い
。

兼
松
暁
子

（
旧
姓
近
藤
暁
子
）

特
集

「
文
化
祭
名
物
P
T
A
伝
統
の
味

　
　
　
　
　
　
　
東
邦
き
し
め
ん
」

10 9

東
邦
き
し
め
ん

　
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

コ
ロ
ナ
禍
で
休
止
中
の
東
邦
き
し
め
ん

　
そ
ん
な
伝
統
の
味
「
東
邦
き
し
め
ん
」

も
2
0
1
9
年
を
最
後
に
休
止
し
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

で
、
文
化
祭
そ
の
も
の
が
休
止
、
縮
小
さ

れ
、
ま
し
て
や
模
擬
店
の
営
業
は
ど
う
し

て
も
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
た
め
実
現
で
き

ま
せ
ん
。
在
学
生
は
3
年
生
に
な
る
と
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
「
お
店
」
を
開
店
し
、

焼
き
そ
ば
や
ホ
ッ
ト
ド
ッ
ク
や
唐
揚
げ
に

デ
ザ
ー
ト
、
本
来
な
ら
ば
あ
ち
こ
ち
で

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
の
声
が
飛
び
交

い
、
大
変
な
盛
り
上
が
り
が
あ
る
は
ず
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
ん
な
食
べ
歩
き
を
し

た
後
で
も
、
ど
う
し
て
も
食
べ
た
く
な
る

の
が
「
東
邦
き
し
め
ん
」
で
し
た
。
そ
れ
が

東
邦
の
文
化
祭
の
醍
醐
味
で
あ
り
、
当
た

り
前
の
風
景
だ
っ
た
の
で
す
。

　
休
止
し
て
3
年
、
P
T
A
伝
統
の
東
邦

き
し
め
ん
を
直
接
的
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は

大
変
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

P
T
A
の
O
B
さ
ん
の
東
邦
き
し
め
ん
マ

ル
秘
レ
シ
ピ
は
確
実
に
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
当
時
の
在
学
生
の
弟
、
妹
が
多

数
在
籍
し
て
い
る
東
邦
高
校
に
は
、
そ
の

財
産
を
確
実
に
受
け
継
げ
る
P
T
A
の

方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
早

く
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、
来
年
2
0
2
3
年

に
は
「
東
邦
き
し
め
ん
復
活
」
の
お
知
ら

せ
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

東
邦
き
し
め
ん
と
は
？

　
東
邦
高
校
の
文
化
祭
名
物
と
い
え
ば
、

「
東
邦
き
し
め
ん
」
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

各
学
年
で
同
窓
会
を
開
催
す
る
と
、「
東

邦
き
し
め
ん
食
べ
た
よ
ね
。
懐
か
し
い
な

あ
。
」
と
い
う
声
が
あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ

ま
す
。

　
P
T
A
の
方
々
が
中
心
と
な
っ
て
、
旧

校
舎
で
は
化
学
実
験
室
、
新
校
舎
で
は

オ
ー
バ
ル
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
が
そ
の
時
期
だ

け
「
お
ふ
く
ろ
食
堂
」
に
な
り
ま
す
。
大

き
な
寸
胴
鍋
を
火
に
か
け
て
、
次
々
と
茹

で
上
が
る
き
し
め
ん
。
そ
し
て
真
昆
布
か

ら
出
汁
を
と
っ
て
ほ
ど
よ
く
煮
込
ま
れ
る

絶
品
の
麺
つ
ゆ
。
油
揚
げ
に
か
ま
ぼ
こ
に

ネ
ギ
、
そ
し
て
た
っ
ぷ
り
の
花
鰹
を
最
後

に
盛
り
付
け
て
出
来
上
が
っ
て
い
き
ま

す
。
通
常
は
文
化
祭
2
日
間
で
お
よ
そ

1
8
0
0
食
の
売
り
上
げ
が
あ
り
ま
す
。

し
か
も
各
日
の
営
業
時
間
は
2
〜
3
時
間

程
度
で
す
。
そ
の
調
理
ス
ピ
ー
ド
と
連
携

プ
レ
ー
は
ま
さ
に
神
業
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
実
は
こ
の
「
東
邦
き
し
め
ん
」
の
舞
台

裏
は
壮
絶
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は

当
日
を
迎
え
る
ま
で
の
準
備
で
す
。
大
型

寸
胴
鍋
6
個
、
中
型
鍋
4
個
、
ポ
リ
バ
ケ

ツ
8
個
、
ど
ん
ぶ
り
300
個
、
パ
ッ
ク
容
器
や

ざ
る
に
お
玉
に
菜
箸
な
ど
、
普
段
は
防
災

倉
庫
で
保
管
し
て
い
る
全
て
を
丁
寧
に
洗

浄
し
ま
す
。
さ
ら
に
大
型
ガ
ス
コ
ン
ロ
6

基
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
6
本
、
大
型
冷
蔵
庫
2

台
を
レ
ン
タ
ル
、
そ
れ
以
外
に
も
家
庭
用

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
相
当
数
を
用
意
し
ま

す
。
不
足
し
て
い
る
も
の
は
　
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
適
宜
購
入
し
て
い
ま
す
。

材
料
の
発
注
は
専
門
業
者
に
依
頼
し
、
き

し
め
ん
玉
は
も
ち
ろ
ん
、
昆
布
、
鰹
節
、
か

ま
ぼ
こ
、
ネ
ギ
な
ど
、
プ
ロ
仕
様
の
具
材
を

準
備
し
ま
す
。
そ
の
量
は
大
型
冷
蔵
庫
2

個
で
は
と
て
も
足
り
な
い
ほ
ど
で
す
。
さ

ら
に
P
T
A
伝
統
の
「
命
の
棒
？
」
が
あ

る
そ
う
で
、
そ
れ
を
目
印
に
し
て
出
汁
の

配
分
な
ど
を
決
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
調
理
部
隊
、
接
客
部
隊
は
花
形
で
も
あ

り
ま
す
が
、
実
は
そ
れ
以
外
に
も
、
校
舎

裏
で
黙
々
と
作
業
を
こ
な
す
洗
い
場
部
隊

を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
重
い

ど
ん
ぶ
り
を
次
々
と
洗
い
場
に
運
ぶ
の
は

「
お
や
じ
の
会
」
の
仕
事
で
す
。
ま
さ
に
、

P
T
A
の
団
結
が
み
ら
れ
る
行
事
で
あ

り
、
そ
れ
を
食
べ
た
在
校
生
が
笑
顔
に
な

り
、
卒
業
し
た
後
も
「
あ
の
東
邦
き
し
め

ん
う
ま
か
っ
た
よ
な
あ
」
と
い
う
感
想
に

繋
が
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
売
り
上
げ

か
ら
必
要
経
費
を
除
い
た
全
て
の
収
益
金

は
、
母
校
と
生
徒
会
に
寄
付
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。

超簡単！家庭用東邦きしめんレシピ〈１人分〉

本来の東邦きしめんレシピ 〈1800食分〉

作り方

名古屋で東邦きしめんを復活させよう！！

❷その間に別鍋で
　めんつゆを温める｡

【前日準備】59.4Lの水を入れた所定のバケツに昆布を1.2キロ入れる。（1800食はこのバケツ10杯が必要）
【当日準備】①バケツから昆布を取り出す。バケツ1に対しかえし3本を入れ、ざるでこして、寸胴に入れ温める。
  ②味付あげを半分に切る。ネギの準備、かまぼこの解凍をする。
  ③きしめん用に大鍋に湯を沸かす。

❸ゆで上がったらざるにあげる。
❹煮立った②を③にかけて、好みで花かつお、ネギ、
　味付あげをトッピング

❶きしめんを表示時間
　ゆでる。

・めんつゆ（昆布メインの市販品） 500CC 
・きしめん 1袋
・花かつお、ネギ、味付あげ 適量

材料

・一味または七味 4袋
・花かつお 30袋 

・かえし 30本 
・ねぎ 35袋 

・かまぼこ 36袋
・味付きあげ 900枚
　（半分に切って使用）

・昆布  30袋 
・はし 1800膳

・麺 1800

材料



顧
問
　
松
瀬
光

吹
奏
楽
部

顧
問
　
櫻
井
秀
樹
　

剣
道
部

2
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　 

コ
ン
ク
ー
ル
を
終
え
て

　
吹
奏
楽
部
は
、2
0
2
1
年
度
日
本
管

楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
高
等
学
校
A
部
門
に

お
い
て
、予
選
審
査
会
を
通
過
し
て
全
国

大
会
に
出
場
し
、優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。ま
た
、2
0
2
0
年
度
は
開
催
が
見
送

ら
れ
ま
し
た
が
、2
0
2
1
年
度
は
多
く

の
制
限
を
設
け
た
上
で
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
が
開
催
さ
れ
、県
大
会
に
出
場
し
金
賞

を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
個
人
の
活
躍
と
し
ま
し
て
は
、伊
藤
未

織
さ
ん（
3
年
生
）が
、第
31
回
日
本
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
オ
ー

ボ
エ
部
門
、第
24
回
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
管
打
楽

器
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
ソ
ロ
部
門
、第
26

回
全
日
本
中
学
生・高
校
生
管
打
楽
器
ソ

ロ
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
高
校
生
部
門
の

3
つ
の
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。特

に
全
日
本
中
学
生・高
校
生
管
打
楽
器
ソ

ロ
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
で
は
第
2
位
に

輝
き
、東
京
都
教
育
委
員
会
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
私
た
ち
吹
奏
楽
部
は
生
徒
た
ち
の
学
業

と
部
活
動
の
両
立
を
重
視
し
な
が
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
生
徒
た
ち
の

　
本
校
写
真
部
は
、第
29
回
全
国
高
等
学

校
写
真
選
手
権
大
会「
写
真
甲
子
園

2
0
2
2
」の
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
、

記
録
賞
の
受
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。残
念

な
が
ら
、3
年
連
続
本
戦
出
場
と
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、選
手
３
人
一
丸
と
な
っ

て
制
作
し
た
作
品
は
、多
く
の
人
に
感
動

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。皆
さ
ん

の
応
援
と
ご
協
力
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
写
真
甲
子
園
で
の
経
験
を
通
し
、私
は

写
真
を
撮
る
こ
と
は
と
て
も
楽
し
い
こ
と

だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
、大

変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、3
人
で
作

品
を
制
作
す
る
と
い
う
滅
多
に
な
い
体
験

を
す
る
こ
と
が
で
き
、と
て
も
嬉
し
く
思
い

ま
し
た
。そ
し
て
、支
え
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
方
、共
に
作
品
制
作
を
し
た
2
人
に
感

謝
を
伝
え
た
い
で
す
。ま
た
、後
輩
に
も
何

よ
り
ま
ず
楽
し
ん
で
写
真
を
撮
っ
て
欲
し

い
で
す
。 （
部
長 

3
年
D
組　
伊
神
沙
季
）

　
今
年
の
写
真
甲
子
園
は
、本
戦
が
北
海

道
で
行
わ
れ
る
と
い
う
事
で
、去
年
以
上

に
気
合
が
入
っ
た
大
会
に
な
り
ま
し
た
。メ

ン
バ
ー
や
先
生
方
と
行
う
作
業
は
、苦
戦

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、そ
の
時
間
は

顧
問
　
小
塚
康
成
　

川
邉
雅
志
　

水
野
見
奈
子

成
長
と
、私
た
ち
の
演
奏
を
聴
い
て
下
さ

る
す
べ
て
の
方
々
に
良
い
音
楽
を
お
届
け

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
練
習
に
励
ん
で

参
り
ま
す
。

す
ご
く
楽
し
く
て
や
り
が
い
だ
ら
け
で
し

た
。「
花
曇
り
」の
写
真
に
は
そ
ん
な
思
い

が
す
ご
く
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。本
戦
に
進

む
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、東
邦

高
校
の
写
真
は
1
番
良
か
っ
た
と
胸
を

張
っ
て
言
え
る
作
品
に
な
り
ま
し
た
。

（
副
部
長 

３
年
D
組　
岡
本
結
衣
）

　
今
回
の
写
真
甲
子
園
で
、写
真
作
品
の

持
つ
奥
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。写
真
を
通

し
て
何
を
伝
え
た
い
の
か
、ど
う
感
じ
て

も
ら
い
た
い
の
か
。客
観
的
な
視
点
を
常

に
持
ち
、作
品
を
作
る
と
い
う
の
は
、こ
れ

ほ
ど
に
も
難
し
く
、面
白
い
も
の
だ
と
体

感
し
ま
し
た
。応
援
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
、

相
談
に
乗
っ
て
く
れ
た
皆
さ
ん
、本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
回
の
反
省

を
活
か
し
つ
つ
、来
年
度
に
向
け
て
作
品

の
質
を
上
げ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
副
部
長 

2
年
O
組　
長
谷
川
綾
）
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v

写
真
部

現
空
手
道
部
監
督
　
　
　
　

高
校
47
回
卒
　
貫
名
正
樹

空
手
道
部

　

 

公
益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
が

主
催
す
る「
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ

（
空
手
道
競
技
）」の
愛
知
県
代
表
選
手
選

考
会
に
出
場
し
ま
し
た
。 

　
私
が
出
場
し
た
男
子
組
手
1
部（
40
歳

〜
44
歳
）に
は
8
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
お

り
、そ
の
う
ち
2
名
が
代
表
選
手
と
し
て

9
月
23
日
か
ら
岩
手
県
に
お
い
て
開
催
さ

れ
る
本
戦
へ
の
出
場
権
を
得
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。 

　
今
回
が
初
め
て
の
マ
ス
タ
ー
ズ
へ
の
エ

ン
ト
リ
ー
で
当
該
部
門
で
は
最
年
長
で
の

出
場
と
な
る
こ
と
や
、約
10
年
振
り
の
試

合
出
場
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、体
調
管
理

も
含
め
て
当
日
ま
で
慎
重
に
準
備
を
し
て

き
ま
し
た
。 

　
そ
の
結
果
、順
調
に
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
勝

ち
抜
き
本
戦
へ
の
出
場
を
決
定
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。 

　
こ
れ
も
、大
会
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
に
賛
成

し
て
く
れ
た
コ
ー
チ
、練
習
相
手
に
な
っ
て

く
れ
た
部
員
や
O
B
の
先
輩
方
、そ
し
て

家
族
の
理
解
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。 

　
本
戦
で
は
、今
ま
で
個
人
と
し
て
は
果

た
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
日
本
一
と
い

う
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
、全
力
で

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
本
校
空
手
道
部
共
々
、ご
支

援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。  

日
本
マ
ス
タ
ー
ズ 

２
０
２
２

  

（
空
手
道
競
技
）へ
の
初
参
戦

　
個
人
戦
上
位
独
占
の
余
韻
が
残
る
翌
日
、

団
体
戦
は
始
ま
っ
た
。私
は
年
末
か
ら
監
督

再
登
板
と
な
り
、元
気
と
地
力
は
あ
っ
た
が

な
か
な
か
勝
ち
に
つ
な
が
ら
な
い
チ
ー
ム
を

満
足
し
た
形
で
終
わ
ら
せ
る
の
が
使
命
と
臨

ん
だ
大
会
で
あ
る
。３
年
生
最
後
の
大
会
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、不
安
材
料
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
思
う
よ
う
に
練
習
や
試
合
が
で
き
て

い
な
か
っ
た
こ
と
だ
。目
標
は「
東
海
大
会
」

「
全
国
大
会
」へ
の
出
場
で
あ
り
、そ
れ
が
決

し
て
夢
物
語
で
は
な
い
チ
ー
ム
で
あ
っ
た
。

名
北
予
選
で
は
、負
け
ら
れ
な
い
試
合
が
続

く
中
、力
強
く
決
勝
に
コ
マ
を
進
め
た
。過
去

に
幾
度
と
な
く
市
邨
や
春
日
丘
に
敗
北
し
、

涙
を
飲
ん
で
き
た
。「
今
度
こ
そ
」と
い
う
思

い
と「
こ
の
チ
ー
ム
な
ら
」と
い
う
自
信
で
臨

ん
だ
が
、相
手
は
3
連
覇
を
狙
う
春
日
丘
、

さ
す
が
に
勝
負
は
そ
ん
な
に
甘
く
な
い
。先

鋒・中
堅
が
負
け
、ス
コ
ア
は
1
勝
2
敗
の
が

け
っ
ぷ
ち
に
追
い
込
ま
れ
た
。し
か
し
こ
こ

か
ら
副
将
の
奇
跡
的
な
勝
利
、さ
ら
に
、プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
撥
ね
退
け
た
大
将
の
勝
利
に

よ
り
、大
逆
転
優
勝
を
飾
っ
た
。個
人
戦
優

勝・準
優
勝
に
続
き
名
北
の
完
全
制
覇
を
達

成
し
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。県
大
会
は
健
闘
及

ば
ず
あ
と
一
歩
で
東
海
大
会
出
場
を
逃
し
た

が
、３
年
生
の
す
べ
て
を
出
し
切
っ
て
笑
う

姿
は
、結
果
以
上
に
清
々
し
い
も
の
だ
っ
た
。

　
東
邦
剣
道
部
の
歴
史
は
、実
は
硬
式
野
球

部
に
引
け
を
取
ら
ず
、戦
前
全
国
制
覇
２
回
、

全
日
本
選
手
権
優
勝
者
2
名
を
輩
出
、昭
和

30
年
か
ら
40
年
代
に
か
け
て
総
体
や
国
体
出

場
な
ど
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
て
き
た
。い

ず
れ
も
ス
タ
ー
選
手
は
お
ら
ず
、た
ゆ
ま
ぬ
努

力
と
稽
古
に
よ
っ
て
築
い
た
歴
史
だ
。時
代

は
流
れ
て
も
伝
統
の
力
は
確
実
に
生
き
て
い

る
。猛
暑
に
負
け
な
い
稽
古
の
結
果
、夏
休
み

の
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
も
新
チ
ー
ム
女
子
は
準

優
勝
を
果
た
し
た
。

　
過
去
の
先
輩
た
ち
の
よ
う
に
華
々
し
い
活

躍
こ
そ
無
い
が
、剣
道
部
の
伝
統
は
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
い
く
。

　
今
日
も
剣
道
場
の
気
温
は
30
度
を
超
え
、

そ
の
中
で
部
員
は
必
死
に
竹
刀
を
振
り
続
け

て
い
る
。

剣
道
部
女
子
、

　

  

総
体
名
北
予
選
完
全
制
覇

（
団
体
戦
優
勝
、個
人
戦
優
勝・準
優
勝
）
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現
在
の
部
活
動
の
状
況
・
近
況

　
い
つ
も
空
手
道
部
の
活
動
に
ご
支
援
い

た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。全
国

高
等
学
校
空
手
道
選
抜
大
会
に
男
子
団
体

組
手
、女
子
個
人
組
手（
２
年
水
野
る
る
）

が
出
場
権
を
得
ま
し
た
。開
催
地
で
あ
っ

た
宮
城
県
で
の
大
地
震
に
よ
り
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、日
程
と
場
所
を
変
更

し
て
開
催
し
て
い
た
だ
き
出
場
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。思
う
よ
う
な
結
果
を
出

す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、大
会
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
が
当
た
り
前
で
は
な
い

こ
と
を
改
め
て
感
じ
、今
後
も
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
今
年
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
に
お
い
て

全
種
目
で
敗
退
、イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
の
連

続
記
録
が
途
絶
え
、多
く
の
先
輩
方
が
繋

い
で
く
だ
さ
っ
た
記
録
を
更
新
出
来
ず
、申

し
訳
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。こ
の

結
果
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、強
い
東
邦

を
復
活
さ
せ
ま
す
。

　
現
在
は
新
主
将
の
水
野
る
る
を
中
心
に

新
チ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。「
日

本
一
」を
目
標
に
、こ
の
夏
は
自
分
自
身
に

勝
ち
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
10
月
の
新
人
戦
に
臨
み
ま
す
。

今
後
と
も
空
手
道
部
の
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

 

監
督
　
白
谷
峰
人

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部

3
年
ぶ
り
の
高
校
野
球
応
援
　

　
　
　
　
　
　
　
　
熱
く
燃
え
た
東
邦
魂

　
3
年
ぶ
り
に
ス
タ
ン
ド
で
の
応
援
が
解

禁
さ
れ
た
愛
知
県
大
会
。人
数
制
限
や
演

奏
制
限
は
あ
っ
た
も
の
の
、現
地
で
熱
い
演

奏
が
で
き
ま
し
た
。結
果
は
あ
と
一
歩
の

と
こ
ろ
で
甲
子
園
出
場
は
叶
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、こ
の
野
球
応
援
を
通
じ
て
私
た

ち
は
大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。

　
魂
の
こ
も
っ
た「
応
援
演
奏
」が
で
き
た

こ
と
は
私
た
ち
の
誇
り
で
も
あ
り
、心
の
中

で
叫
ん
だ「
W
e 

a
r
e 

T
O
H
O
」は
、

こ
の
先
ど
ん
な
こ
と
に
も
挫
け
な
い
強
さ

を
引
き
出
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
や
試
合
当
日
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
、硬
式
野
球
部
員
や
関
係
者

の
皆
さ
ん
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

夢
と
感
動
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

8
年
ぶ
り
2
回
目
の

　
　
　
　
　 

ロ
ー
ズ
パ
レ
ー
ド
出
場
決
定

　
世
界
最
大
規
模
と
い
わ
れ
る
米
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
で
開
催
さ
れ
る
ロ
ー
ズ
パ
レ
ー
ド

（
2
0
2
4
年
１
月
１
日
開
催
）に
出
場
が
決

定
し
ま
し
た
。2
0
1
6
年
に
出
場
し
て
以

来
8
年
ぶ
り
の
出
場
と
な
り
ま
す
。

　
ロ
ー
ズ
パ
レ
ー
ド
は
約
130
年
の
歴
史
を

持
つ
ア
メ
リ
カ
の
国
民
的
行
事
の
1
つ
で

あ
り
、華
や
か
な
パ
レ
ー
ド
の
様
子
は
世
界

52
カ
国
で
衛
星
中
継
さ
れ
、4
億
5
千
万

人
以
上
の
人
々
が
パ
レ
ー
ド
を
楽
し
む
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。出
場
は
大
変
狭
き
門

で
あ
り
、全
米
で
は
数
百
団
体
の
応
募
の

内
、出
場
で
き
る
の
は
わ
ず
か 
10
校
程
度
。

海
外
バ
ン
ド
の
出
場
も
大
変
難
し
く
、日

本
を
含
む
ア
ジ
ア・オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
か
ら

の
出
場
は
1
校
の
み
で
す
。

　
今
回
は
東
邦
学
園
公
式
バ
ン
ド

「
T
O
H
O 

M
A
R
C
H
I
N
G 

B
A
N
D
」と
し
て
エ
ン
ト
リ
ー
。創
立
100

周
年
に
華
を
添
え
ら
れ
る
の
で
は
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。世
界
の
舞
台
で
自
ら
創
り
上

げ
た
T
O
H
O 

M
A
R
C
H
I
N
G
の
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
を
通
し
て
、諸
外
国
に

住
む
同
年
代
の
音
楽
仲
間
た
ち
と
出
会
い
、

互
い
に
刺
激
し
合
い
、世
界
の
芸
術
文
化
を

肌
で
感
じ
て
き
ま
す
。ロ
ー
ズ
パ
レ
ー
ド

2
0
2
4
出
場
に
あ
た
り
、皆
様
に
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま

す
。温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

主
将
　
落
合
智
哉

硬
式
野
球
部

T
O
H
O
　
P
R
I
D
E
を
胸
に

　
〜
思
い
は
次
の
世
代
に
託
す
〜 

私
は
19

年
春
の
選
抜
優
勝
を
見
て
東
邦
高
校
へ
の

進
学
を
希
望
し
ま
し
た
。満
員
の
ア
ル
プ

ス
は
甲
子
園
球
場
全
体
を
味
方
に
変
え
て

先
輩
た
ち
を
後
押
し
し
て
い
る
よ
う
に
感

じ
た
こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。私

た
ち
の
世
代
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
球
場
で
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

の
演
奏
や
声
援
が
禁
止
さ
れ
た
中
で
高
校

野
球
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。今
年
の
夏
の

県
大
会
は
3
年
ぶ
り
に
応
援
団
を
入
れ
て

の
開
催
と
な
り
、初
戦
と
な
っ
た
3
回
戦
か

ら
全
試
合
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
や
バ
ト

ン
部
に
球
場
ま
で
か
け
つ
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。決
勝
戦
で
は
岡
崎
レ
ッ
ド
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
の
ス
タ
ン
ド
が
満
員
に

な
り
、「
こ
ん
な
に
私
た
ち
を
応
援
し
て
く

れ
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
の
か
」と
胸
が
高

鳴
り
ま
し
た
。県
大
会
予
選
で
は
、決
勝
戦

を
含
め
苦
し
い
展
開
も
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、そ
の
度
に
大
応
援
に
背
中
を
押
さ
れ
、

戦
い
抜
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。6
年
ぶ

り
、令
和
初
の
甲
子
園
出
場
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
だ
い
た
在
校
生
や
学
校
関
係
者
、

同
窓
会
の
皆
様
に
は
申
し
訳
な
い
気
持
ち

も
あ
り
ま
す
が
、私
た
ち
の
チ
ー
ム
を
最
後

ま
で
応
援
し
て
い
た
だ
い
た
事
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
が
よ
り
強
く
心
に
あ
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
県
大
会
の
決
勝
戦
の
翌
日
に
は
、新

チ
ー
ム
が
来
春
の
選
抜
甲
子
園
に
向
け
て

練
習
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。私
た
ち

は
甲
子
園
で
プ
レ
ー
し
た
か
っ
た
。本
当

に
甲
子
園
に
行
き
た
か
っ
た
。終
わ
っ
て
か

ら
言
う
の
も
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
す
が
、こ

れ
が
偽
ら
ざ
る
気
持
ち
で
す
。こ
の
思
い

は
次
の
世
代
に
託
し
ま
す
。新
チ
ー
ム
の

選
手
た
ち
は
力
強
く
春
夏
連
覇
を
誓
っ
て

く
れ
ま
し
た
。必
ず
や
っ
て
く
れ
る
と
思
い

ま
す
。秋
の
大

会
で
は
、私
た

ち
を
応
援
し

て
い
た
だ
い
た

以
上
に
、後
輩

た
ち
を
全
力

で
応
援
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま

す
。

顧
問
　
二
村
智
代

空
手
道
部

全
国
高
等
学
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
選
手
権

　
　
　
　
　
　
　
　
2
0
2
2
を
終
え
て

　
男
子
H
I
P
H
O
P
部
門
に
2
年
生
が

4
名
出
場
し
、第
2
位
を
受
賞
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。本
番
は
、今
ま
で
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
を
踊
り
で
表
現

す
る
こ
と
が
で
き
た
、〝
最
高
の
演
技
〞で
し

た
。こ
れ
か
ら
も
ダ
ン
ス
部
一
同
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
応
援
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

顧
問　
秋
山
愛
斗

　
昨
年
の
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
冬
季
大

会
の
出
発
前
日
、コ
ロ
ナ
の
影
響
で

私
た
ち
は
無
念
の
辞
退
を
し
ま
し

た
。そ
れ
故
に
、今
回
の
大
会
へ
の

想
い
は
強
く
、私
た
ち
は
全
国
の

場
で
踊
れ
る
こ
と
を
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
。大
会
参
加

に
至
る
ま
で
応
援
し
続
け
て
く
れ

た
部
員
や
友
達
、見
守
っ
て
下
さ
っ

た
先
生
、一
番
近
く
で
親
身
に
な
っ

て
寄
り
添
っ
て
下
さ
っ
た
顧
問
の

先
生
方
、そ
し
て
何
よ
り
も
大
会

に
出
場
す
る
こ
と
を
快
く
了
承
し
、

全
力
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
の
力

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
受
賞
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
当
日
の
会
場
の
雰
囲
気
に
飲
み
込
ま
れ

る
よ
う
な
感
覚
と
張
り
詰
め
た
緊
張
感
の

中
で
、部
の
仲
間
た
ち
か
ら
の
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
作
っ
て
も
ら
っ
た
お
守
り
を
見

る
こ
と
で
、４
人
が
自
信
と
落
ち
着
き
を

取
り
戻
し
、集
中
を
切
ら
す
こ
と
な
く
本

番
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。踊
り

終
え
た
後
は『
今
ま
で
で
一
番
い
い
演
技

だ
っ
た
』と
自
分
た
ち
で
確
信
し
、結
果
を

知
る
前
で
し
た
が
嬉
し
く
て
た
ま
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。こ
の
感
情
を
、よ
り
多
く
の

部
員
と
何
度
も
共
有
で
き
る
よ
う
、お
互

い
に
支
え
合
い
な
が
ら
今
ま
で
以
上
に

〝
本
気
〞で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

2
年
生　
楠
原
昊

　
　
　
　
　
　
　
　

顧
問
　
　
秋
山
愛
斗

2
年
生
　
楠
原
昊
　

ダ
ン
ス
部



慰
霊
の
日

東
邦
会
入
会
式

　
東
邦
会
の
入
会
式
は
、2
月
28
日
に
動
画
視
聴
形
式
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。大
河

哲
男
同
窓
会
長
か
ら
同
窓
会
入
会
を
歓
迎
す
る
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
後
、伊
藤
保
憲

幹
事
長
が
東
邦
会
の
意
義
や
行
事
な
ど
を
説
明
し
、母
校
へ
の
支
援
に
つ
い
て
協
力

を
求
め
ま
し
た
。ま
た
卒
業
生
で
あ
る
大
相
撲
の
立
浪
親
方
、プ
ロ
野
球
選
手
の
藤

嶋
健
人
選
手
、石
川
昂
弥
選
手
か
ら
の
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
生
徒
会
活
動
な
ど
で
母
校
に
貢
献
し
た
卒
業
生
に「
東
邦
会
賞
」が
贈
呈
さ

れ
、卒
業
学
年
を
代
表
し
て
代
議
員
に
選
出
さ
れ
た
卒
業
生
に
は
代
議
員
証
が
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　
2
0
2
1
年
12
月
6
日
に「
慰
霊
の
日
」の
弔
事
を
厳
か
に
執
り
行
い
ま
し
た
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、例
年
よ
り
も
規
模
を
縮
小
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、大
切
な
行
事
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
高
校
で
は
継
続
し
て
平
和
教
育
に
取

り
組
ん
で
お
り
、慰
霊
の
日
の
意
義
や
平

和
の
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
経
緯
な
ど

を
学
ん
で
い
ま
す
。理
事
長
、生
徒
会
長

の
挨
拶
は
、毎
年
の
こ
と
で
す
が
東
邦
で

の
平
和
教
育
を
象
徴
す
る
も
の
で
す
。

　
同
窓
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、母
校
へ
お
越
し
の
際
、正
面
玄
関
右

手
に
建
立
さ
れ
て
い
る「
平
和
の
碑
」を

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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学園伝言板
東邦高校の今をお伝えします

大
学
合
格
状
況

　
2
0
2
2
年
度
入
試
の
国
公
立
大
学
合

格
者
は
24
名
で
し
た
。愛
知
教
育
大
学
、名

古
屋
市
立
大
学
、愛
知
県
立
大
学
、三
重
大

学
な
ど
地
元
の
み
な
ら
ず
、全
国
の
様
々

な
国
公
立
大
学
に
文
理
特
進
コ
ー
ス
や
C・

S
コ
ー
ス
や
美
術
科
な
ど
を
中
心
に
合
格

を
果
た
し
ま
し
た
。一
昨
年
度
の
合
格
数

よ
り
は
減
少
し
ま
し
た
が
、A
コ
ー
ス
か
ら

も
複
数
名
受
験
を
し
て
、合
格
が
出
た
こ

と
は
新
た
な
一
歩
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
地
元
私
立
大
学
の
合
格
は
914
名
、21
年

度
入
試
の
841
名
か
ら
さ
ら
に
増
加
し
ま
し

た
。共
通
テ
ス
ト
の
難
化
や
コ
ロ
ナ
禍
の

入
試
と
い
う
こ
と
も
あ
り
不
安
要
素
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、目
標
を
高
く
持

ち
取
り
組
ん
で
く
れ
た
結
果
、合
格
者
の

増
加
に
つ
な
が
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
東
部
私
立
大
学
は
70
名
の
合
格
。21
年

度
の
107
名
か
ら
減
少
し
ま
し
た
。西
部
私

立
大
学
は
70
名
の
合
格
。21
年
度
の
45
名

か
ら
は
増
加
し
ま
し
た
。22
年
度
入
試
は

21
年
度
入
試
に
比
べ
、東
部・西
部
地
区
へ

の
受
験
者
が
大
幅
に
減
り
ま
し
た
。コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
か
地
元
志
向
の
強
い
入
試
と

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。東
部・西
部
地

区
で
合
格
し
た
大
学
は
、東
部
私
大
で
は

立
教
大
学
、法
政
大
学
、学
習
院
大
学
、日

本
大
学
、駒
澤
大
学
、東
洋
大
学
、専
修
大

学
な
ど
、西
部
私
大
で
は
同
志
社
大
学
、関

西
学
院
大
学
、立
命
館
大
学
、近
畿
大
学
、

龍
谷
大
学
、京
都
産
業
大
学
な
ど
で
す
。今

年
度
も
全
国
区
有
名
私
立
大
学
に
多
く
の

就
職
状
況

　
昨
年
度
、学
校
紹
介
で
の
就
職
希
望
者

は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。公
務
員
就
職
が
2

名
、美
術
系
で
の
自
己
開
拓
が
2
名
、ス

ポ
ー
ツ
系
で
の
自
己
開
拓
が
1
名
、縁
故

就
職
1
名
と
な
り
、合
計
で
6
名
の
生
徒

が
就
職
を
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
民
間
企
業
の
就
職
希
望
者
は

出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、先
輩
方
が
活
躍
す

る
企
業
か
ら
も
多
く
の
求
人
を
頂
い
て
お

り
ま
す
。こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。今
後
と
も
ご
支
援
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

退
職〈
再
任
用
〉（
令
和
4
年
4
月
1
日
）

情
報
科
教
諭　
　
　
　
　

  

小
嶋 　
裕
人

数
学
科
教
諭　
　
　
　
　

  

平
川 　
史
子

英
語
科
教
諭　
　
　
　
　

  

森
田 　
美
樹

英
語
科
教
諭　
　
　
　

 　

 

波
多
野 

稔
久

英
語
科
教
諭　
　
　
　
　

  

天
野 　
直
樹

保
健
体
育
科
教
諭　
　
　

  

渡
邉 　
素
幸

学
校
人
事

松
島　
元
先
生

令
和
3
年
9
月
15
日　
永
眠

久
野　
秀
正
先
生 

令
和
4
年
2
月
23
日　
永
眠

お
く
や
み

生
徒
が
合
格
し
ま
し
た
。

　
美
術
科
で
は
、東
京
芸
術
大
学
の
合
格

者
を
毎
年
輩
出
し
て
お
り
、22
年
度
入
試

で
は
浪
人
生
1
名
の
合
格
が
出
ま
し
た
。

そ
の
他
、愛
知
県
立
芸
術
大
学
7
名
、筑
波

大
学
、金
沢
美
術
工
芸
大
学
な
ど
全
国
の

国
公
立
大
学
芸
術
学
部
に
も
合
格
し
て
い

ま
す
。

　
次
年
度
入
試
で
も
生
徒
た
ち
が
希
望
す

る
進
学
先
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、学
年

と
協
力
し
て
指
導
し
て
い
き
た
い
で
す
。

●
国
公
立
大
学
24
名（
現
役
の
み
）

愛
知
教
育
1
、名
古
屋
市
立
1
、愛
知
県
立

4
、愛
知
県
立
芸
術
2
、三
重
1
、信
州
4
、

金
沢
美
術
工
芸
1
、富
山
1
、北
見
工
業

1
、筑
波
2
、京
都
府
立
1
、広
島
1
、山
口

1
、佐
賀
1
、鹿
児
島
1
、琉
球
1

●
地
元
私
立
大
学
912
名（
現
役
の
み
）

南
山
35
、愛
知
59
、名
城
48
、中
京
69
、愛
知

学
院
89
、愛
知
淑
徳
119
、名
古
屋
外
国
語

9
、金
城
学
院
38
、椙
山
女
学
園
40
、名
古

屋
学
芸
12
、愛
知
工
業
13
、大
同
23
、愛
知

東
邦
87
、中
部
39
、愛
知
医
科
2
、東
海
学

園
37
、名
古
屋
学
院
60
、名
古
屋
芸
術
14
、

名
古
屋
造
形
5
、日
赤
豊
田
看
護
1
、藤
田

医
科
1
、岐
阜
聖
徳
7
な
ど

●
東
部
地
区
私
立
大
学
70
名（
現
役
の
み
）

立
教
1
、法
政
1
、学
習
院
１
、東
洋
3
、専

修
4
、駒
澤
2
、日
本
8
、順
天
堂
1
、亜
細

亜
1
、日
本
体
育
2
、関
東
学
院
3
、酪
農

学
園
2
、武
蔵
野
美
術
5
、東
北
芸
術
工
科

2
な
ど

●
西
部
地
区
私
立
大
学
45
名（
現
役
の
み
）

同
志
社
1
、立
命
館
13
、関
西
学
院
4
、近

畿
6
、龍
谷
6
、京
都
産
業
5
、佛
教
1
、阪

南
2
、摂
南
1
、京
都
芸
術
3
、大
阪
芸
術

1
な
ど株式会社

For  your  secure  days

http://www.secdom.com®

OA機器 事務用機器販売

〒463-0011
名古屋市守山区小幡5丁目9番 19号
TEL〈052〉792-9956　FAX〈052〉792-9959

システムサポート株式会社

代表取締役 東 埜  博

〒490-1403　愛知県弥富市鳥ケ地1丁目208
℡（0567）52-0802　fax（0567）52-0441

代表取締役　池田憲幸

名古屋市中川区西中島2丁目506番地　TEL 052-383-3792
 http://www.osusiya.jp/hiroki/

店 主  犬 飼  紀 邦（高25回卒）

代表取締役　高　山　仁　惣　（高23回）

医療情報支援システム「ホスピット」で医療現場をサポートします

株式会社エジックス

〒451-0045
名古屋市西区名駅1-1-17 名駅ダイヤメイテツビル11F
TEL 050-5491-5762　MAIL info@ezix-inc.com
URL http://www.ezix-inc.com/
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令和3年度　東邦会決算報告

20,744,602

2,000,000

8,910,000

700,000

120,000

0

10,000

3,000

20,744,602

1,935,000

8,805,000

629,244

120,000

378,555

1,631

△-17,000

収　入　の　部 支　出　の　部
項　目 予算額 決算額 項　目 予算額 決算額

前 年 度 繰 越

年 会 費

入 　 会 　 金
(587名×15,000円）

広 告 料

バナー広告料

寄 付 金

雑 収 入

未 収 入 金
(令和2年度年会費・
令和 3年度寄付金）

会 議 費
代 議 員 会 費
旅 費
慶 弔 費
部活動激励金
生徒会への援助金
会報制作発行費
会 報 発 送 費
通 信 費
学校奨学金の援助
卒業記念品代
ホ ー ム ペ ー ジ
クレジット決済代行費
ホームページ管理費
事 務 費
人 件 費
支部会援助金
支部長会開催金
振込手数料等
予 備 費
100周年記念事業
積 立 金

修正損（入会金返却）

小　　　計

合　　　計合　　　計

300,000
600,000
100,000
200,000
500,000
300,000
1,500,000
2,200,000
150,000
1,000,000
950,000

70,000

200,000
100,000
1,600,000
300,000
100,000
130,000
500,000

2,000,000

0

0
162,712

0
56,100
275,000
300,000
745,800
2,045,705
54,475

1,000,000
888,864

66,455

338,800
127,949
1,584,000

0
0

129,182
0

2,000,000

0

次年度繰越

32,487,602 32,597,032 32,487,602 32,597,032

12,800,000 9,775,042

19,687,602 22,821,990

令和3年４月１日～令和4年３月３１日 
単位：円

27年度 1,000,000
28年度 1,000,000
29年度 1,000,000
30年度 2,000,000
元年度 2,000,000
2年度 3,000,000
3年度 2,000,000
95周年残金 1,173,986
合計 13,173,986円
（三菱UFJ銀行普通預金に積立）

100周年記念事業積立金
 郵便振替口座 14,772

 愛知銀行 定期預金 7,079,010

 岡崎信用金庫 定期預金 7,099,129

 豊田信用金庫 定期預金 4,038,989

 三菱 UFJ銀行 普通預金 4,590,090

合計 22,821,990 円

内　訳

（   　　　　　　　　　　　）

東邦会会員数

・商業学校 3,835 名
・東邦夜間商業高等学校 464 名
・東邦中学校 797 名
・東邦高等学校定時制課程 205 名
・東邦高等学校 43,449 名
　　うち赤萩時代 10,721 名
　　〃　平和が丘 32,728 名

合　計 48,750  名

（令和 4 年 3月31日現在）

在校生生徒数
（令和 4 年 4月1日現在）

・普通科 1,695 名
　　普通コース 1,411 名
　　文理特進コース 97 名
　　人間健康コース 109 名
　　国際探求コース 78 名
・美術科 129 名

合　計 1,827 名

（   　　　　　　　　　）

「東邦の和」への
広告掲載企業を
募集しております。

募集

東邦会 事務局お問い合わせ先

052（781）1561

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

個
別
進
学
相
談
会

10
月
22
日
㈯・11
月
5
日
㈯・

11
月
19
日
㈯・11
月
26
日
㈯

﹇
要
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
前
申
込
﹈

美
術
科
卒
業
制
作
展

会
場 

愛
知
県
美
術
館

10
月
25
日
㈫
〜
10
月
30
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
6
時

※
金
曜
日
の
み
午
後
8
時
ま
で 

※
最
終
日
は
午
後
4
時
終
了

在
校
生
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

会
場 

愛
知
県
美
術
館

　
　

 

８
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

10
月
30
日
㈰　
午
後
1
時
〜

　
中
学
生
を
対
象
と
し
た
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
や
展
覧
会
な
ど
、東
邦
高

校
の
活
気
を
感
じ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
が

盛
り
だ
く
さ
ん
！

　
こ
れ
か
ら
東
邦
高
校
へ
の
進
学
を
お

考
え
の
、ご
子
息
、ご
息
女
、お
孫
さ
ん

に
も
ぜ
ひ
お
勧
め
く
だ
さ
い
。

学
校
・
入
試
説
明
会

10
月
8
日
㈯・10
月
9
日
㈰

﹇
要
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
前
申
込
﹈

美
術
科
体
験
授
業

11
月
5
日
㈯

﹇
要
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
前
申
込
﹈

中
学
生
英
語

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

10
月
30
日
㈰

﹇
要
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
前
申
込
﹈

A N N I V E R S A R Y

お か げ さ ま で

有限会社アド・イースト　　代表取締役  東  良  一（高26回卒）

052-930-5677 検索アド・イースト

成 功 す る デ ザ イン

25

〒451-0041　名古屋市西区幅下1-1-12
TEL 052-571-0796　FAX 052-561-8517

三星印刷

中日本警備株式会社
警備保障

〒460-0022 名古屋市中区金山2丁目1番24号
電話（052）322-3291（代）FAX（052）322-3110
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ありがとうございます

　
同
窓
会
は
同
窓
生
の
皆
様
方
か
ら

納
入
い
た
だ
く
年
会
費
に
よ
っ
て

維
持
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会

が
継
続
的
に
独
自
の
企
画
を
運
営

す
る
た
め
に
も
、
左
記
の
方
法
で

の
年
会
費
納
入
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
同
封
の
振
込
用
紙
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

ほ
か
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局

で
も
お
手
続
き
可
能
で
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
マ
イ
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
年
会
費

を
納
入
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

年
会
費
の

納
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

3
、0
0
0
円

年
会
費

（令和3年4月1日から令和4年3月31日までに会費を頂戴した方々を掲載しております）

令和3年度年会費のお知らせ
～ 年会費納入者一覧 ～

 

高
21
／
Ｓ
45
・
３
卒　
犬
飼
敏
雄
、太
田
春
光
、尾
崎
益
雄
、横
道
政
男
、吉
田
孝
彦
、今
井
雅
和
、小
川
良
徳
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

加
藤
吉
茂
、園
井
章
夫
、平
田
明
光
、山
内
隆
嗣

高
22
／
Ｓ
46
・
３
卒　
朝
井
和
晴
、植
田
泰
敏
、小
崎
弘
、後
藤
輝
光
、真
野
博
文
、水
野
辰
美
、阿
部
憲
武
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

犬
飼
芳
範
、吉
田
和
正（
大
住
）、岡
戸
正
成
、桶
野
博
孝
、木
下
正
昭
、高
橋
昇
、中
村
公
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

早
川
利
久
、森
真
澄
、八
神
利
夫

高
23
／
Ｓ
47
・
３
卒　
青
木
均
、石
川
悟
、小
島
良
信
、安
江
裕
尚（
鈴
木
）、山
本
清
孝
、浅
井
義
之
、天
野
秀
人
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
倉
正
幸
、加
藤
千
明
、久
米
晃
、近
藤
賢
治
、近
藤
肇（
杉
浦
）、高
山
仁
惣
、平
川
昭
文
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

水
野
孝
治
、山
田
良
雄
、渡
辺
正

高
24
／
Ｓ
48
・
３
卒　
近
藤
時
弘
、佐
々
木
清
敏
、佐
藤
吉
郎
、松
葉
利
丸
、山
田
喜
八
郎
、雁
金
義
和
、坂
野
新
治
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

松
尾
宗
一
、水
野
尚
武
、渡
辺
達
久

高
25
／
Ｓ
49
・
３
卒　
岩
瀬
一
志
、鈴
木
正
輝
、戸
田
幸
男
、福
田
鐘
治
、松
浦
幹
雄
、八
木
基
之
、荒
川
広
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

犬
飼
紀
邦
、大
竹
康
夫
、小
川
和
彦
、小
川
宏
之
、冨
田
典
男
、中
根
定
俊
、中
村
匡
宣

高
26
／
Ｓ
50
・
３
卒　
加
藤
清
久
、佐
藤
寿
郎
、末
松
美
喜
雄
、森
井
勝
也
、東
良
一
、大
橋
伸
治
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

神
谷
昭
範（
勇
夫
）、佐
藤
敏
之
、佐
野
良
昭
、恒
本
桂
司
、水
野
正
夫
、望
月
隆
雄

高
27
／
Ｓ
51
・
３
卒　
荻
野
秀
仁
、岩
田
雅
之
、大
島
正
秀
、川
本
良
一
、櫻
井
秀
樹
、佐
藤
裕
、高
峰
聖
秀
、若
山
透

高
28
／
Ｓ
52
・
３
卒　
鈴
木
匡
幸
、戸
田
秀
輝
、浅
井
稔
、伊
佐
治
謙
吾
、岩
月
雅
章
、岡
田
久
、柴
田
豊
、塚
本
孝
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

松
田
陸
、丸
山
正
洋

高
29
／
Ｓ
53
・
３
卒　
木
塚
豊
、坂
田
実（
久
米
）、竹
村
一
仁
、津
端
孝
、服
部
篤
史
、山
口
高
広
、安
部
浩
司
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

安
藤
昭
彦
、植
原
素
士
、大
河
哲
男
、大
原
博
司
、大
矢
正
成
、加
賀
隆
、金
石
紀
人
、加
納
均
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

川
角
佳
裕
、久
納
一
紀
、近
藤
嘉
彦
、坂
井
保
明
、鈴
木
哲
也
、高
山
利
秋
、筒
井
正
彦
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

冨
田
政
明
、中
島
健
二
、中
村
好
孝
、二
村
等
、水
野
洋
、宮
地
和
徳
、森
田
泰
弘
、山
田
弘
樹
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

山
田
博
文

高
30
／
Ｓ
54
・
３
卒　
青
山
浩
一
、江
畑
篤
英
、小
出
基
義
、澤
木
伸
浩
、広
岡
資
朗
、三
浦
規
義
、山
田
武

高
31
／
Ｓ
55
・
３
卒　
岩
崎
浩
明
、鈴
木
一
人
、山
田
鋭
治
、岩
佐
英
明
、岩
野
正
行
、小
林
健
彦
、齋
藤
啓
介（
肇
）、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

高
桑
茂
樹
、波
多
野
稔
久
、渡
邉
素
幸

高
32
／
Ｓ
56
・
３
卒　
村
上
健
志

高
33
／
Ｓ
57
・
３
卒　
伊
藤
隆
司
、花
井
秀
人
、林
芳
雄
、齋
藤
周
一

高
34
／
Ｓ
58
・
３
卒　
加
藤
寛
隆
、木
下
邦
仁
、永
井
知
伸
、高
橋
勝
宜
、船
水
昭
宏
、牧
守
男
、村
瀬
裕
之

高
35
／
Ｓ
59
・
３
卒　
堀
田
時
弘
、前
田
耕
司
、宮
村
雅
一
、安
藤
隆
典
、加
藤
峰
明
、後
藤
泰
斗
、柴
田
篤
伺
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

長
尾
克
哉
、牧
俊
一
、増
田
貴
治

高
36
／
Ｓ
60
・
３
卒　
神
谷
武
彦
、津
田
賢
一
、原
順
一
、前
田
浩
孝
、八
木
常
光

高
37
／
Ｓ
61
・
３
卒　
井
島
規
夫（
則
夫
）、山
中
毅
、上
石
勝
広
、大
家
毅
、木
本
努
、佐
々
木
勉
、杉
山
利
伸
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

鈴
木
智
文
、中
村
英
一
郎
、三
ツ
森
文
治
、山
内
善
之
、山
田
善
浩

高
38
／
Ｓ
62
・
３
卒　
立
浪
耐
治
、谷
島
明
志
、忍
田
章
彦
、加
治
屋
秀
政
、五
藤
英
晴
、髙
木
宏
、辻
知
宏
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

寺
浦
雅
彦

高
39
／
Ｓ
63
・
３
卒　
石
本
淳
一
、辻
井
孝
二
、古
野
達
也
、不
破
直
行
、増
田
智
秀
、間
瀬
力
、村
瀬
貞
律
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

佐
藤
静
香
、村
瀬
智
子（
原
）

高
40
／
H
元
・
３
卒　
石
塚
慎
吾
、田
中
信
吉
、富
永
慎
治
、鈴
木
め
ぐ
み（
真
野
）

高
41
／
H
2
・
３
卒　
鈴
木
雅
宏
、瀧
一
人
、小
幡
伸
浩（
西
）、山
田
喜
久
夫
、大
石
里
子
、松
浦
薫（
松
岡
）、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

入
谷
知
秀
、江
口
勝
義
、川
合
聖
治
、河
村
嘉
樹
、酒
井
千
浩
、志
満
津
良
太
、中
村
廉
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

袴
田
克
彦
、長
谷
川
敦
、星
野
順
一
、水
野
淳
、村
田
将
之
、森
蔭
真
人
、森
田
直
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

石
黒
大
和
、井
立
薫（
井
上
）、田
中
恵
子（
中
山
）、原
利
恵
、松
澤
美
紀（
松
沢
）、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

竹
下
泉（
保
浦
）、梅
村
恵
美（
吉
川
）

高
42
／
H
3
・
３
卒　
浅
井
貴
光
、井
野
元
徳
、熊
本
亮
、宮
崎
雄
一
郎
、森
上
成
人
、濵
地
香
理（
安
藤
）、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

渡
邉
恵
美
子（
伊
藤
）、廣
澤
京
子（
上
野
）、髙
橋
圭
子
、田
中
美
江
子
、津
田
裕
子
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

水
野
映
里
香（
坪
井
）

高
43
／
H
4
・
３
卒　
藤
村
将
幸
、増
井
秀
文
、伊
藤
寿
彦（
武
藤
）

高
44
／
H
5
・
３
卒　
増
田
裕
二
、今
井
雅
則
、川
村
岳
史
、杉
山
宗
広
、竹
村
弘
嗣
、小
野
崎
和
明（
山
田
）、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

佐
々
木
友
子（
安
藤
）、髙
田
幸
子
、河
野
志
保（
内
藤
）

高
45
／
H
6
・
３
卒　
加
藤
康
裕
、白
谷
峰
人

高
46
／
H
7
・
３
卒　
浅
井
仁
、渡
辺
忠
義
、林
栄
治
、金
子
宏（
本
山
）

高
47
／
H
8
・
３
卒　
伊
藤
保
憲
、貫
名
正
樹　

高
48
／
H
9
・
３
卒　
上
田
幸
伸
、林
道
仁

高
49
／
H
10
・
３
卒　
加
藤
公
徳
、志
水
和
史
、武
山
大
輔
、宮
本
雅
志
、八
上
真
也

高
50
／
H
11
・
３
卒　
池
田
暁
生
、木
村
雄
亮
、中
川
祐
二
、桒
原
朋
子

高
51
／
H
12
・
３
卒　
生
田
泰
通
、伊
藤
浩
明

高
52
／
H
13
・
３
卒　
若
山
将
之
、谷
翔
馬
、舞
秀
晃
、山
口
達
也
、長
峰
明
香（
川
口
）、笹
尾
美
紀（
平
井
）、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

井
手
友
美（
水
谷
）、篠
田
ひ
と
み（
山
田
）

高
53
／
H
14
・
３
卒　
岡
田
祐

高
54
／
H
15
・
３
卒　
岩
本
寛
之
、八
神
輝
之
、戸
田
明
由
美
、加
藤
広
士

高
55
／
H
16
・
３
卒　
澤
田
洋
平
、中
村
健
太
郎
、北
條
弥
名
子

高
56
／
H
17
・
３
卒　
早
川
千
恵（
友
原
）、石
黒
紘
久
、伊
藤
史
織
、高
山
映
子（
玉
岡
）、馬
場
ゆ
り（
塚
田
）、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

樋
浦
真
未（
山
田
）

高
57
／
H
18
・
３
卒　
木
下
達
生
、入
江
陽
一
朗
、坂
上
太
一
、戸
田
利
加

高
58
／
H
19
・
３
卒　
安
井
郁
真
、伊
藤
拓
馬
、久
喜
政
美

高
59
／
H
20
・
３
卒　
鬼
頭
亞
友
子
、前
橋
瞳

高
60
／
H
21
・
３
卒　
小
宅
広
大
、伊
藤
綾
子
、池
田
将
之
、松
崎
孝
夫
、山
田
祐
輔
、加
藤
佳
子
、栁
生
明
日
香

高
61
／
H
22
・
３
卒　
池
田
航
、松
ヶ
﨑
進
士
、大
西
愛
乃
、二
村
智
代

高
62
／
H
23
・
３
卒　
内
田
直
人
、奥
田
ゆ
か
り
、大
河
駿
介
、山
田
琴
絵
、福
島
奈
巳

高
63
／
H
24
・
３
卒　
岩
本
薫
、浅
井
宏
之
、秦
崇
倫
、森
本
碩
、藤
井
聖
華（
黒
河
内
）、古
家
野
雄
紀

高
64
／
H
25
・
３
卒　
代
田
叡
識
、高
橋
歩
睦
、本
田
裕
樹
、鬼
頭
宏
明
、服
部
将
大
、増
田
翔
太
、水
野
雄
太
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

内
田
菜
美
、堀
田
真
未
、丸
山
翔
子

高
65
／
H
26
・
３
卒　
松
井
聖
、三
倉
進
、江
口
雄
星
、安
田
隼
大
、石
川
友
里
愛
、加
藤
史
織

高
66
／
H
27
・
３
卒　
岩
本
理
志
、江
島
辰
哉
、服
部
大
也
、堀
田
将
男
、堀
田
佳
男
、峰
洸
平
、平
岡
芽
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

千
葉
裕
太
、増
田
隼
也
、嶋
田
千
夏

高
67
／
H
28
・
３
卒　
佐
々
木
健
太
、中
村
隆
斗
、大
森
夏
希

高
68
／
H
29
・
３
卒　
髙
木
舜
、松
本
凌
弥
、立
松
凜
太
郎
、林
大
智
、牧
村
高
志
、村
瀬
満
菜
美
、松
原
千
夏
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

佐
藤
遼
馬

高
69
／
H
30
・
３
卒　
石
塚
郷
、木
本
慎
太
郎
、小
林
太
一
、鈴
木
雄
登
、古
市
将
之
、村
田
稔
、河
野
真
優
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

近
藤
友
美
、山
本
依
里
、青
山
由
佳
、安
藤
壱
起

高
70
／
H
31
・
３
卒　
加
藤
知
大
、岩
渕
ナ
ツ
、荒
島
竜
太
、稲
留
克
哉
、植
田
翔
一
朗
、小
林
樹
生
、竹
中
隼
人
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

根
木
辰
徳
、芳
村
憲
汰
、浅
野
真
亜
弥
、立
松
梨
奈
、中
村
音
巴

高
71
／
R
2
・
３
卒　
伊
藤
奏
美
、坂
本
夢
、嶋
田
翔
、名
倉
め
る
も
、成
瀬
秀
真
、山
田
斐
祐
将
、渡
邊
さ
く
ら

高
72
／
R
3
・
３
卒　
浅
野
凪
都
、安
間
靖
幸
、市
脇
瑞
季
、加
藤
優
梨
愛
、香
田
凜
、佐
倉
志
歩
、佐
々
木
琴
里
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

仲
間
裕
也
、西
出
陽
佑
、福
井
奏
楽
、藤
好
昂
哉
、松
井
勇
、両
角
祐
哉
、安
田
智
哉
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

山
田
航
大
、山
田
聖
将
、山
本
菜
々
美
、仲
川
莉
乃

商
14
／
Ｓ
16
・
３
卒　
清
家
豊
雄（
小
島
）　
　
商
15
／
Ｓ
16
・
12
卒　
川
畑
巌　
　

商
16
／
Ｓ
17
・
12
卒　
川
松
俊
夫（
故
人
）　
　
商
17
／
Ｓ
18
・
12
卒　
岩
田
隆
治（
故
人
）

商
19
／
Ｓ
20
・
３
卒　
岡
島
貞
一
、奥
野
光
昭　
　
商
20
／
Ｓ
22
・
３
卒　
小
川
明

商
21
／
Ｓ
23
・
３
卒　
鰐
淵
幸
彦　
　
中
1
／
Ｓ
24
・
３
卒　
牧
順

高
2
／
Ｓ
26
・
３
卒　
安
田
禎
男　
　
高
3
／
Ｓ
27
・
３
卒　
岩
越
英
三
、恒
川
明
美
、三
浦
克
巳
、山
崎
隆
次　

高
4
／
Ｓ
28
・
３
卒　
近
藤
茂
、神
谷
利
幸（
酒
井
）、斎
藤
周
明
、杉
原
璋
彦
、成
田
通
庸
、宮
地
吉
男

高
5
／
Ｓ
29
・
３
卒　
西
田
昭
夫
、萩
田
武
夫
、村
井
邦
久

高
6
／
Ｓ
30
・
３
卒　
池
三
郎
、長
村
治
昭
、河
村
研
次
、西
野
博
之
、伊
藤
克
洋
、遠
藤
晃
、関
谷
博
之

高
7
／
Ｓ
31
・
３
卒　
北
川
優
、佐
々
博
、佐
藤
朝
男
、諏
訪
雅
司
、長
谷
川
勝
、細
貝
周
作
、吉
田
一
、河
合
清
文

高
8
／
Ｓ
32
・
３
卒　
浅
井
譲
、浅
野
善
也
、石
川
猛
二
、岩
田
静
雄
、周
防
勝
利
、長
谷
川
博
昭
、奥
村
健
五
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

桜
井
婦
佐
夫

高
9
／
Ｓ
33
・
３
卒　
青
山
光
雄
、石
丸
進
、浦
野
達
朗
、成
田
釛
造
、平
野
英
雄
、舟
橋
貞
夫
、水
谷
隆
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

水
野
雪
男
、溝
口
準
二
、吉
田
建
一
、辻
忍（
吉
田
）、渡
辺
昭
彦
、大
脇
徹
、 

小
川
雅
庸
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

桜
井
正
忠
、西
垣
勝
司
、船
橋
勇
夫

高
10
／
Ｓ
34
・
３
卒　
池
ケ
谷
稔
、市
川
弘
之
、尾
関
政
弘
、河
合
洋
二
、菊
谷
三
郎
、栗
本
晴
雄
、近
藤
絃
司
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

志
知
輝
男
、高
橋
泰
之
、玉
腰
雅
猛
、土
岐
孝
之
、戸
田
民
志
、富
田
俊
彦
、野
村
生
男
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

原
敏
之
、堀
部
吉
典
、室
田
卓
史
、矢
野
直
行
、横
野
小
弥
太
、高
橋
敏
郎
、久
田
鎮
雄

高
11
／
Ｓ
35
・
３
卒　
伊
藤
邦
秀
、伊
藤
恒
彦
、伊
藤
誠
孝
、岩
田
忠
雄
、鬼
熊
昇
、加
古
川
武
彦
、加
藤
尊
孝
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

加
藤
紀
生
、川
地
宏
明
、佐
藤
良
武
、鈴
木
治
、鈴
木
正
三
、瀬
尾
豊
彦
、田
中
平
和
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

長
田
潔
、林
貞
男
、菱
田
勝
次
、藤
川
勝
、堀
尾
龍
二
、松
永
寿
允
、水
越
清
澄
、山
崎
宗
俊
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

山
本
雅
己（
雅
巳
）、山
本
幹
郎

高
12
／
Ｓ
36
・
３
卒　
石
川
公
、伊
藤
日
出
男
、大
堀
道
之
、奥
山
操
、佐
野
孝
一
、中
島
教
、野
村
勲
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

水
野
勉
、山
口
貴
弘
、岡
地
昭
、牧
田
乃
二
人

高
13
／
Ｓ
37
・
３
卒　
浅
野
佳
伸
、上
野
秀
夫
、加
藤
勝
秋
、加
藤
啄
也
、木
野
隆
啓
、佐
野
光
生
、神
保
治
通
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

鈴
木
耕
三
、髙
尾
実
、竹
内
正
光
、龍
本
幸
太
郎
、中
路
正
郎
、久
野
宣
行（
枦
）、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

山
田
四
方
治
、與
語
義
徳
、石
塚
眞
人

高
14
／
Ｓ
38
・
３
卒　
岡
田
秀
吉
、久
保
直
喜
、小
柳
忠
勝
、竹
原
英
昭
、塚
本
淳
二
、仲
威
彦
、日
置
孝
憲
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

堀
場
茂
夫
、松
原
康
広
、箕
輪
信
雄
、横
井
隆
、井
村
保
、大
竹
昌
、近
藤
晃
弘

高
15
／
Ｓ
39
・
３
卒　
浅
野
正
利
、宇
佐
美
政
則
、内
田
修
三
、榊
原
高
明
、佐
藤
文
彦
、杉
村
賢
三
、筒
井
隆
彌
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

廣
田
徹
、牧
野
健
三
、神
谷
昌
宏
、河
合
征
夫

高
16
／
Ｓ
40
・
３
卒　
太
田
昭
人
、加
賀
円
造
、加
藤
孝
一
、河
合
秀
明
、小
島
正
人
、北
谷
進（
榊
原
）、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

鈴
木
孝
祠
、松
井
彌
太（
弥
太
）、水
野
時
廣
、森
隆
、山
田
伸
一
、河
村
常
雄
、三
輪
教
夫

高
17
／
Ｓ
41
・
３
卒　
小
川
良
市
、河
合
重
義
、斎
藤
一
夫
、鈴
木
春
雄
、中
川
長
生
、丹
羽
繁
、野
田
博
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

毘
比
野
実
、深
谷
信
幸
、舟
沢
新
一
、横
井
芳
之
、米
津
成
和
、外
山
利
幸
、日
比
野
快
男
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

平
松
正
行
、

高
18
／
Ｓ
42
・
３
卒　
長
谷
部
澄
夫
、森
川
伸
治
、石
黒
由
高
、江
尻
晴
己
、小
川
伸
夫
、三
岡
成
人（
小
野
内
）、

　
　
　
　
　
　
　
　

 
金
子
誠
、佐
藤
薫
夫
、庄
司
好
久
、杉
江
統
孝
、長
繩
典
夫
、山
口
哲
雄

高
19
／
Ｓ
43
・
３
卒　
石
坂
利
明
、村
瀬
秀
和
、伊
藤
友
和
、大
町
良
男
、岡
田
茂
敬
、奥
村
茂
雄
、奥
村
博
史
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

武
田
正
夫
、吉
川
昭
善（
立
松
）、寺
本
新
一
、成
田
清
治
、藤
田
孝
、松
本
伸
雄
、安
田
和
美
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

山
田
恭
正
、横
井
有
人

高
20
／
Ｓ
44
・
３
卒　
秋
山
敬
一
、佐
藤
諭
、玉
腰
幸
夫（
服
部
）、安
井
硫
、藍
谷
美
輝
、大
島
正
和
、風
間
洋
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

川
口
満
永
、小
西
洋
一
、松
浦
紀
代
史（
西
岡
）、松
山
静
広
、山
本
謙
一
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寄
付
金
納
入
の
方
法
に
つ
い
て

　
同
封
の
振
込
用
紙
は
コ
ン
ビ

ニ
で
お
手
続
き
の
場
合
、年
会
費

3
，0
0
0
円
専
用
に
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・

郵
便
局
で
の
お
振
込
み
の

場
合
は
、金
額
を
変
更
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。年
会
費
と
の
差
額
を

ご
寄
付
い
た
だ
け
た
も
の
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
マ
イ
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
寄
付
金
を
納
入
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。

東
邦
会
事
務
局 

T
E
L

☎
0
5
2-

7
8
1-

1
5
6
1

　
令
和
3
年
度
は
、49
名
の
方
々
と

2
団
体
か
ら
総
額
3
7
8
，5
5
5
円

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
母
校
支
援
の
た
め
の
資
金
と
し

て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
付
金
お
礼
・

ご
報
告

商
14
／
Ｓ
16・３
卒　
清
家
豊
雄（
小
島
）

商
17
／
Ｓ
18・12
卒　
秋
田
孝(

故
人
）

商
19
／
Ｓ
20・３
卒　
岡
島
貞
一　

高
4
／
Ｓ
28・３
卒　
成
田
通
庸

高
6
／
Ｓ
30・３
卒　
池
三
郎
、高
校
６
回
生
同
期
会

高
9
／
Ｓ
33・３
卒　
西
垣
勝
司

高
11
／
Ｓ
35・３
卒　
水
野
盛
三(

故
人
）

高
12
／
Ｓ
36・３
卒　
野
村
勲
、山
口
貴
弘

高
13
／
Ｓ
37・３
卒　
加
藤
啄
也

高
14
／
Ｓ
38・３
卒　
日
置
孝
憲

高
16
／
Ｓ
40・３
卒　
松
井
彌
太（
弥
太
）

高
17
／
Ｓ
41・３
卒　
中
川
長
生
、丹
羽
繁
、平
松
正
行

高
18
／
Ｓ
42・３
卒　
長
谷
部
澄
夫
、三
岡
成
人（
小
野
内
）

高
19
／
Ｓ
43・３
卒　
吉
川
昭
善（
立
松
）、成
田
清
治

高
20
／
Ｓ
44・３
卒　
秋
山
敬
一
、大
島
正
和

高
23
／
Ｓ
47・３
卒　
青
木
均
、小
島
良
信
、平
川
昭
文

高
25
／
Ｓ
49・３
卒　
犬
飼
紀
邦　

高
26
／
Ｓ
50・３
卒　
東
良
一

高
29
／
Ｓ
53・３
卒　
植
原
素
士
、大
河
哲
男
、金
石
紀
人
、

　
　
　
　
　
　
　
　
川
角
佳
裕
、坂
井
保
明
、宮
地
和
徳
、

　
　
　
　
　
　
　
　

森
田
泰
弘

高
30
／
Ｓ
54・３
卒　
三
浦
規
義
、山
田
武　

高
31
／
Ｓ
55・３
卒　
岩
崎
浩
明

高
37
／
Ｓ
61・３
卒　
井
島
規
夫(

則
夫)

高
38
／
Ｓ
62・３
卒　
寺
浦
雅
彦

高
39
／
Ｓ
63・３
卒　
石
本
淳
一

高
41
／
H
2・３
卒　
山
田
喜
久
夫
、長
谷
川
敦

高
43
／
H
4・３
卒　
伊
藤
寿
彦（
武
藤
）

高
44
／
H
5・３
卒　
佐
々
木
友
子（
安
藤
）、河
野
志
保（
内
藤
）

高
49
／
H
10・３
卒　
加
藤
公
徳

高
52
／
H
13・3
卒　
谷
翔
馬

高
57
／
H
18・3
卒　
木
下
達
生

高
63
／
H
24・３
卒　
秦
崇
倫

高
66
／
H
27・３
卒　
服
部
大
也

軟
式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会　
宮
地
勝
也

令和 4年 10月
広報委員会委員長 兼松暁子

コロナ禍で3回目の季節を迎えました。

東邦の和58号では、コロナ渦の現役高校生のしなやかに青春を送っている様子や、厳しい状況の中の青春を

支える教職員の皆様を取材させていただきました。

来年はいよいよ開校100年。卒業生が母校を支える気持ちを一つにする熱く素敵な年になりそうです。

これからも東邦を愛する先輩方、そして後輩の皆さんの情報を届けてまいりたいと思います。

なお、今回も多くの広告掲載をいただきましてありがとうございました。すべての皆様に感謝いたします。

編集後記

〒465ｰ8651 名古屋市名東区一社四丁目22番地
電 話（052）702ｰ2021 ＦＡＸ（052）704ｰ3131

ＡＣサーボ

ブレーカ

ロボット

ビジョンセンサ

LED照明器具

表示器タッチパネル

プログラマブルコントローラ

私たちは確かな技術と知識で「もの造り」の現場をサポートします。
～エレックヒシキ㈱は「高精度」・「高品位」の商品の提供を通じて地域の製造業の躍進を応援しています～

三菱電機 代理店　新電元工業 特約店


